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福
祉
の
仕
事
に
関
心
を
お
持
ち
の
方
を

対
象
に
、
魅
力
的
な
履
歴
書
の
作
成
方
法

の
習
得
や
県
内
福
祉
職
の
現
状
に
つ
い
て

現
場
職
員
の
体
験
談
等
を
聞
く
こ
と
に
よ

り
、
福
祉
の
仕
事
に
つ
い
て
の
理
解
を
深

め
、
就
職
活
動
を
支
援
す
る
こ
と
を
目
的

に
開
催
し
ま
す
。

主　

催：

（
福
）
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議

会
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

日　

時：

平
成　

年
７
月　

日
（
木
）

１９

１９

　
　
　
　
　

：

　

〜
受
付

１３

００

場　

所：

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　

ゆ
い
ホ
ー
ル
（
東
棟
１
階
）

参
加
対
象：

①
福
祉
の
仕
事
に
興
味
の
あ
る

方
、
大
学
生
、
専
門
学
校
生　

②
各
高
等
学
校
の
進
路
指
導
担

当
者
・
就
職
担
当
者
・
生
徒

参
加
費：

無
料　

定
員：

２
０
０
名

内　

容：

①
こ
れ
か
ら
の
社
会
福
祉
に
求

め
ら
れ
る
人
材

　
　
　
　

②
福
祉
マ
ン
と
し
て
の
仕
事
へ

の
情
熱

　
　
　
　

③
履
歴
書
攻
略
ワ
ー
ク 

申
込
方
法：

お
電
話
に
て
申
込
み
く
だ
さ
い
。

 【
７
月　

日
（
火
）
締
め
切
り
】

１０

問
合
せ
先：

沖
縄
県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

T
E
L：
０
９
８－

８
８
２－

５
７
０
３

リ
ュ
ー
セ
ロ
株
式
会
社　

御
中

い
け
ば
な
イ
ン
タ
ー
ナ
シ
ョ
ナ
ル
沖
縄
支
部　

御
中

住
友
生
命
保
険
相
互
会
社
沖
縄
支
社　

御
中

株
式
会
社
金
秀
本
社　

御
中

小
さ
な
親
切
運
動
沖
縄
県
本
部　

御
中

藤
井
英
子　

様

當
眞
シ
ズ　

様

伊
良
波
哲　

様

株
式
会
社
サ
ン
シ
ャ
イ
ン
グ
ル
ー
プ　

御
中

エ
ス
プ
レ
ッ
ソ
シ
ネ
マ
ク
ラ
ブ　

御
中

沖
縄
県
地
域
組
織
連
絡
協
議
会　

御
中

沖
縄
県
市
町
村
職
員
共
済
組
合　

御
中

新
沖
縄
観
光
開
発
株
式
会
社　

御
中

　

今
号
よ
り
広
報
紙
の
担
当
に
な
り
ま

し
た
。
昭
和　

年
９
月　

日
第
１
号
か

５１

１０

ら
現
在
ま
で
の
広
報
紙
に
目
を
通
し
な

が
ら
、
本
会
の
歴
史
を
感
じ
る
と
共
に

広
報
紙
の
果
た
す
役
割
に
つ
い
て
考
え

さ
せ
ら
れ
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
就
職
活
動
を
は
じ
め
る
た
め
の
福
祉
の
仕
事
セ
ミ
ナ
ー

　

寄
付
・
寄
贈
者
芳
名

　

那
覇
市
障
害
者
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
毎

週
金
曜
日
に
行
わ
れ
て
い
る
絵
画
サ
ー

ク
ル
に
通
っ
て
も
う
す
ぐ
3
年
を
迎
え

る
と
い
う
山
川
さ
ん
。
サ
ー
ク
ル
で
は

油
絵
と
水
彩
画
を
小
橋
川
先
生
の
指
導

を
受
け
な
が
ら
描
く
。

　

表
紙
の
絵
は
、
山
川
さ
ん
に
と
っ
て

初
め
て
の
人
物
画
だ
。
風
景
画
と
は

違
っ
て
、
人
物
画
は
と
て
も
難
し
い
と

語
る
。
特
に
顔
立
ち
に
沿
っ
た
影
が
大

変
だ
っ
た
と
の
こ
と
。

　

奥
さ
ん
に
誘
わ
れ
て
通
う
よ
う
に

な
っ
た
セ
ン
タ
ー
だ
が
、
最
近
で
は
絵

画
サ
ー
ク
ル
だ
け
で
な
く
陶
芸
サ
ー
ク

ル
に
も
参
加
し
表
現
の
幅
を
広
げ
て
い

る
。
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社会福祉をめぐる諸課題制度、政策の動きや地

域における様々な実践事例などの最新情報を

紹介。福祉関係者にお勧めの一冊です。

ご注文は沖縄県社協総務部図書係りまで。

TEL：（098） 887-2000

編集人／佐川英雄
発行人／松尾武昌
発行所／社会福祉法人
　　　　 全国社会福祉協議会
定価／１,０２０円 （本体９７１円）

表 紙 絵の

山 川 盛 徳 さん（那覇市）
タイトル「美女」

図 書 情 報

ホン トにおすすめの本

　

各
部
所
よ
り
選
出
さ
れ
た
今

年
度
の
広
報
委
員
を
紹
介
し
ま

す
。
私
た
ち
県
社
協
の
活
動
を

会
員
の
皆
さ
ん
を
は
じ
め
、
多

く
の
方
々
に
分
か
り
や
す
く
伝

え
て
い
き
ま
す
。
広
報
紙
に
関

す
る
お
問
合
せ
や
情
報
提
供
が

あ
り
ま
し
た
ら
、
広
報
委
員
ま

で
ご
連
絡
く
だ
さ
い
。

新
崎
盛
信
（
総
務
部
）、
徳
田
沙
季
（
地
域

福
祉
部
）、
上
間
直
子
（
施
設
団
体
福
祉
部

/
介
護
サ
ー
ビ
ス
公
表
セ
ン
タ
ー
）、
新

屋
司
（
民
生
部
）、
新
城
志
磨
子
（
福
祉
人

材
研
修
セ
ン
タ
ー
）、
屋
我
真
由
美
（
い
き

い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー
）、
又
吉
ち
さ
（
介
護

実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
）、
玉
村
英
之
（
県
民

児
協
）、
棚
原
尋
巳
（
県
共
同
募
金
会
）、
與

儀
あ
き
（
運
営
適
正
化
委
員
会
）

編

集

後

記

 私たちが広報紙を
作っています 
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特
集
「
運
営
適
正
化
委
員
会
か
ら
の
提
言
書
」 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

「
災
害
被
災
者
主
体
の
支
援
」
を
実
現
す
る
た
め
に 

シ
リ
ー
ズ
活
動
最
前
線
「
琉
大
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
」 

福
祉
施
設
経
営
相
談
Q
&
A

910121618
県
社
協
・
県
共
募
決
算
報
告 

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
実
績
報
告
書 

沖
縄
県
共
同
募
金
会
事
業
実
績 

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
お
知
ら
せ 

県
民
児
協
広
報
「
ふ
く
ら
し
ゃ
」 

目 次 
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こ
の
提
言
書
は
、
社
会
福
祉
法
に
定
め

ら
れ
た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
理
念
で
あ

る
「
個
人
の
尊
厳
の
保
持
」
と
「
自
立
生

活
支
援
」
を
踏
ま
え
、
運
適
の
７
年
間
の

事
業
実
績
と
そ
こ
か
ら
見
え
て
き
た
県
内

の
福
祉
の
現
状
を
踏
ま
え
策
定
さ
れ
た
も

の
で
あ
る
。
内
容
は
大
き
く
分
け
て
、
①

「
福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
の
適
切

な
解
決
」、
②
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業

の
適
正
な
運
営
の
確
保
」
の
促
進
に
つ
い

て
提
言
し
て
い
る
。

　

ま
た
、
こ
れ
ら
の
内
容
が
効
果
的
に
推

進
さ
れ
る
よ
う
、
沖
縄
県
、
沖
縄
県
社
協
、

市
町
村
、
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
、

各
種
相
談
機
関
の
５
つ
の
区
分
に
よ
る
提

言
先
と
し
、
一
体
化
（
連
携
・
協
力
）
し

た
取
り
組
み
を
呼
び
か
け
て
い
る
。

　

ま
ず
、
提
言
に
至
っ
た
理
由
と
し
て
、

県
内
の
福
祉
の
現
状
と
課
題
に
つ
い
て
言

及
し
て
い
る
。
そ
の
概
要
を
以
下
に
紹
介

す
る
。

●
運
適
に
お
け
る
苦
情
対
応
か
ら
見

え
て
き
た
こ
と

　

平
成　

年
度
に
運
適
で
受
付
け
た　

件

１８

６０

の
苦
情
対
応
か
ら
、 「
職
員
の
接
遇
」、

 「
サ
ー
ビ
ス
の
質
や
量
」に
関
す
る
苦
情
に

つ
い
て
は
、
精
神
障
害
者
か
ら
の
苦
情
相

談
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
を
挙
げ
、
利
用

者
や
家
族
の
ニ
ー
ズ
を
傾
聴
す
る
こ
と
や

生
活
支
援
員
等
の
職
員
の
専
門
性
の
向
上

な
ど
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
運
適
の
役

割
と
機
能
を
十
分
把
握
し
な
い
ま
ま
相
談

が
回
さ
れ
て
く
る
ケ
ー
ス
を
指
摘
し
、
指

定
基
準
違
反
等
の
指
導
に
つ
い
て
は
市
町

村
行
政
等
で
対
応
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。

●
事
業
所
ア
ン
ケ
ー
ト
か
ら
見
え
て

き
た
こ
と

　

社
会
福
祉
事
業
を
実
施
す
る
各
福
祉
施

設
・
福
祉
サ
ー
ビ
ス
提
供
事
業
所
（
以
下
、

「
事
業
所
」）を
対
象
に
運
適
が
昨
年
度
実

施
し
た
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査
で
は
、
事
業
所

に
お
け
る
苦
情
受
付
体
制
の
課
題
が
挙
げ

ら
れ
て
い
る
。
回
答
の
あ
っ
た
事
業
所
の

う
ち
、
７
割
が
苦
情
受
付
件
数
０
件
と

な
っ
て
お
り
、
苦
情
を
受
付
し
や
す
い
環

境
整
備
を
求
め
て
い
る
。
ま
た
、
第
三
者

委
員
の
活
動
が
低
迷
し
て
い
る
こ
と
に
触

れ
、
第
三
者
委
員
に
よ
る
利
用
者
の
ニ
ー

ズ
把
握
や
、
第
三
者
委
員
へ
の
苦
情
内
容

の
定
期
的
な
報
告
な
ど
を
提
案
し
て
い
る
。

●
権
利
擁
護
事
業
の
現
状
と
課
題

　

運
適
が
行
っ
て
い
る
「
地
域
福
祉
権
利

擁
護
事
業
」
運
営
監
視
活
動
の
中
か
ら
、

同
事
業
の
課
題
を
挙
げ
て
い
る
。
特
に
、

県
内
で
は
同
事
業
の
契
約
手
続
き
を
保
留

さ
れ
て
い
る
「
契
約
待
機
者
」
が　

年　
１８

１２

月
時
点
で　

名
い
る
点
を
指
摘
し
て
い
る
。

６７

そ
し
て
、
そ
の
主
な
要
因
と
し
て
は
、
生

活
支
援
員
の
確
保
が
困
難
な
こ
と
や
生
活

保
護
受
給
世
帯
の
利
用
増
に
よ
る
事
業
費

不
足
を
挙
げ
て
い
る
。

　

ま
た
、
施
設
入
所
者
や
入
院
患
者
等
の

「
運
営
適
正
化
委
員
会
か
ら
の
提
言
書
」 

「
運
営
適
正
化
委
員
会
か
ら
の
提
言
書
」 
特集 
Special Edition

　

沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
運
営
適
正
化
委
員
会
（
以
下
、「
運
適
」）
で
は
、「
利
用
者

主
体
の
福
祉
サ
ー
ビ
ス
及
び
真
の
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ
ン
社
会
実
現
の
た
め
の
提
言

書
」（
以
下
、「
提
言
書
」）
を
取
り
ま
と
め
た
。
５
月　

日
に
は
岡
島
実
委
員
長
が
県

２８

庁
を
訪
問
し
、
知
事
あ
て
の
文
書
を
福
祉
保
健
部
比
嘉
佑
一
郎
福
祉
企
画
統
括
監
へ
手

渡
し
、
提
言
を
行
っ
た
。

　

本
号
で
は
、
運
適
の
活
動
を
通
し
て
見
え
て
き
た
県
内
の
福
祉
の
状
況
・
課
題
等
を

提
起
し
、
提
言
書
の
概
要
を
紹
介
す
る
。

県
内
関
係
機
関
等
へ

一
体
化
し
た
提
言

提
言
理
由
と
そ
の
背
景

　

こ
の
度
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
（
Ｈ
Ｐ
）

を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル
し
ま
し
た
。
ア
ド

レ
ス
は
、
下
記
の
と
お
り
で
す
。

　

運
適
の
事
業
紹
介
の
他
、
苦
情
受

付
体
制
の
整
備
の
方
法
、
苦
情
解
決

Ｑ
＆
Ａ
な
ど
、
事
業
所
を
対
象
と
し

た
情
報
も
掲
載
し
て
い
ま
す
。

　

今
後
は
、
Ｈ
Ｐ
を
活
用
し
、
情
報

提
供
機
能
の
強
化
を
図
っ
て
い
き
ま

す
。
本
号
で
紹
介
し
た
「
提
言
書
」

も
掲
載
さ
れ
て
い
ま
す
。

h t t p : / /www . o k i s h a k y o . o r . j p / h tm l / k u z y o u /

Ｈ
Ｐ
を
リ
ニ
ュ
ー
ア
ル

コ
ン
テ
ン
ツ
を
充
実

運
適
か
ら
の
お
知
ら
せ
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利
用
に
つ
い
て
も　

件
に
と
ど
ま
っ
て
お

１２

り
、
同
事
業
が
広
く
利
用
で
き
る
よ
う
、

補
助
金
の
増
額
や
基
幹
的
社
協
の
増
設
等
、

そ
し
て
、
市
町
村
行
政
や
市
町
村
社
協
の

協
力
体
制
の
強
化
を
提
起
し
て
い
る
。

　

前
節
で
紹
介
し
た
背
景
を
踏
ま
え
、
次

の
５
つ
の
提
言
先
に
対
し
て
、
そ
れ
ぞ
れ

の
課
題
を
整
理
し
た
う
え
で
、
改
善
・
協

力
の
提
言
を
行
っ
て
い
る
。
そ
の
概
要
は

以
下
の
と
お
り
。

●
各
福
祉
施
設
・
提
供
事
業
所
へ

　

事
業
所
に
対
し
て
は
、
国
の
指
針
に
基

づ
き
、
苦
情
解
決
の
た
め
の
環
境
整
備
を

図
る
こ
と
を
訴
え
て
い
る
。
苦
情
の
受
付

か
ら
解
決
ま
で
を
事
業
所
全
体
の
取
り
組

み
と
し
て
シ
ス
テ
ム
化
し
、
迅
速
か
つ
的

確
に
対
応
す
る
こ
と
で
、
サ
ー
ビ
ス
改
善

を
図
る
こ
と
を
提
案
し
て
い
る
。
ま
た
、

第
三
者
委
員
の
設
置
促
進
や
、
そ
の
機
能

を
発
揮
す
る
た
め
の
積
極
的
な
活
用
に
つ

い
て
も
言
及
し
て
い
る
。

●
各
種
相
談
機
関
へ

　

専
門
的
な
相
談
機
関
を
は
じ
め
市
町
村

や
県
社
協
、
市
町
村
社
協
な
ど
、
福
祉
に

関
す
る
相
談
を
受
付
け
る
機
関
（
窓
口
）

は
数
多
い
。
こ
れ
ら
相
談
機
関
に
対
し
て

は
、
相
談
対
応
の
際
の
「
た
ら
い
ま
わ
し
」

を
防
ぎ
、
ワ
ン
ス
ト
ッ
プ
で
対
応
で
き
る

よ
う
求
め
て
い
る
。

　

ま
た
、
発
達
障
害
者
に
対
し
て
も
適
切

な
相
談
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
専
門
機
関

と
の
協
力
の
も
と
、
そ
の
理
解
を
深
め
、

支
援
の
専
門
性
を
高
め
る
研
修
の
実
施
を

提
案
し
て
い
る
。

●
沖
縄
県
社
協
へ

　

沖
縄
県
社
協
が
実
施
主
体
と
な
っ
て
い

る
「
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
」
に
お
い

て
、
早
急
に
契
約
待
機
者
が
ゼ
ロ
に
な
る

よ
う
具
体
的
な
対
策
を
講
じ
る
よ
う
提
言

し
た
。
ま
た
、
施
設
入
所
者
や
入
院
患
者

に
つ
い
て
も
同
事
業
が
利
用
で
き
る
よ
う

体
制
整
備
を
求
め
た
。
さ
ら
に
、
専
門
員

に
よ
る
相
談
や
利
用
後
の
フ
ォ
ロ
ー
が
密

接
に
行
わ
れ
る
よ
う
基
幹
的
社
協
の
増
設

の
必
要
性
を
訴
え
て
い
る
。

●
沖
縄
県
へ

　

県
社
協
へ
の
提
言
と
関
連
し
、
増
大
し

て
い
る
ニ
ー
ズ
に
対
応
し
、
権
利
擁
護
事

業
の
拡
充
を
図
っ
て
い
く
た
め
に
、
そ
の

必
要
経
費
に
つ
い
て
事
務
費
補
助
の
増
額

提
言
内
容　

　

年
度
に
運
適
に
寄

１８
せ
ら
れ
た
苦
情
件
数
は

　

件
で
、　

年
度
と
同
数

６０

１７

と
な
っ
て
い
る
。
ま
た
、

苦
情
相
談
以
外
の
問
い

合
わ
せ
等
も　

件
寄
せ

８４

ら
れ
て
い
る
。

　

苦
情
の
内
容
別
の
内

訳
を
見
て
み
る
と
、
職
員

の
言
葉
遣
い
や
態
度
等

に
起
因
す
る
「
職
員
の
接

遇
」
に
関
す
る
も
の
が　
１７

件
（　

％
）
と
最
も
多
く
、
次
い
で
、
サ
ー

２８

ビ
ス
内
容
の
説
明
不
足
等
か
ら
く
る
「
説

明
・
情
報
提
供
」
に
関
す
る
も
の
が　

件
１６

（　

％
）
と
な
っ
て
い
る
。（
図
参
照
）。

２７

　

ま
た
、
サ
ー
ビ
ス
種
別
の
内
訳
で
見
る

と
、「
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」が　

件
、「
障

２３

害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
」
が　

件
と
な
っ
て

２１

お
り
、
両
者
で
７
割
超
を
占
め
て
い
る
。

　

苦
情
解
決
結
果
で
は
「
相
談
助
言
」
に

よ
る
も
の
が
、　

件
と
最
も
多
か
っ
た
ほ

４１

か
、
県
知
事
へ
通
知
し
た
も
の
が
１
件

あ
っ
た
。

等
の
予
算
措
置
を
早
急
に
講
じ
る
よ
う
提

言
し
て
い
る
。

●
各
市
町
村
へ

　

各
市
町
村
に
対
し
て
は
、
各
事
業
所
の

指
定
基
準
や
不
正
請
求
な
ど
、
行
政
指
導

を
要
す
る
苦
情
相
談
へ
の
対
応
に
つ
い
て

迅
速
に
対
応
す
る
よ
う
求
め
て
い
る
。
ま

た
、
権
利
擁
護
事
業
に
つ
い
て
は
、
市
町

村
単
独
補
助
に
よ
る
基
幹
的
社
協
の
運
営

が
可
能
な
こ
と
を
あ
げ
、
地
域
福
祉
計
画

等
へ
盛
り
込
み
、
予
算
措
置
を
図
る
こ
と

な
ど
を
要
望
し
て
い
る
。

●
こ
の
提
言
書
の
目
指
す
も
の

　

運
適
の
目
指
す
も
の
、
そ
し
て
こ
の
提

言
書
の
目
指
す
も
の
は
、
冒
頭
で
紹
介
し

た
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
基
本
理
念（「
個
人
の

尊
厳
の
保
持
」
と
「
自
立
生
活
支
援
」）
と

同
じ
で
あ
る
。
真
の
ノ
ー
マ
リ
ゼ
ー
シ
ョ

ン
社
会
の
実
現
に
向
け
た
第
一
歩
と
し
て
、

苦
情
の
適
切
な
受
付
と
解
決
、
相
談
機
関

の
連
携
、
職
員
の
専
門
性
の
向
上
、
権
利

擁
護
事
業
の
拡
充
・
強
化
等
を
挙
げ
て
い

る
。
行
政
や
社
協
、
事
業
所
、
関
係
各
機

関
等
が
そ
れ
ぞ
れ
の
立
場
で
、
本
提
言
の

実
現
に
向
け
た
取
り
組
み
に
努
め
る
こ
と

を
願
っ
て
い
る
。

※
「
提
言
書
」
は
運
適
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に

て
ご
覧
い
た
だ
け
ま
す
。（
ア
ド
レ
ス
は

右
頁
下
に
記
載
）

【図】平成 18年度　苦情受付内容別件数

平成１８年度

苦情取扱い実績
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平
成　

年
４
月
か
ら
施
行
さ
れ
た
「
介

１８

護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
は
、
介

護
サ
ー
ビ
ス
を
利
用
し
た
い
方
が
介
護

サ
ー
ビ
ス
や
事
業
所
を
選
択
で
き
る
よ
う

住
ん
で
い
る
地
域
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
事

業
所
・
施
設
の
情
報
を
提
供
す
る
も
の
で

す
。

　

沖
縄
県
で
は
、
平
成　

年
３
月
末
ま
で

１９

に
県
内
の
対
象
事
業
所
の
１
、 ０
３
４
件

の
公
表
情
報
を
沖
縄
県
介
護
サ
ー
ビ
ス
情

報
公
表
セ
ン
タ
ー
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
で
公

表
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
全
国
の
介
護

サ
ー
ビ
ス
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
も
で
き

ま
す
。

　

対
象
と
な
る
事
業
所
は
、
平
成　

年
度

１８

に
９
サ
ー
ビ
ス
、
平
成　

年
度
に
は
新
た

１９

に
３
サ
ー
ビ
ス
が
対
象
サ
ー
ビ
ス
に
追
加

さ
れ
ま
す
。
ま
た
、
介
護
予
防
等
残
り　
２６

サ
ー
ビ
ス
は
、
公
表
す
べ
き
情
報
の
検
討
、

実
施
体
制
の
整
備
等
を
経
て
順
次
施
行
、

公
表
さ
れ
る
予
定
で
す
。

　

訪
問
調
査
は
調
査
計
画
に
基
づ
き
年
１

回
行
わ
れ
、
調
査
を
行
っ
た
翌
月
に
公
表

さ
れ
る
こ
と
と
な
り
ま
す
。
今
年
度
の
調

査
は
、
平
成　

年
８
月
か
ら
平
成　

年
２

１９

２０

月
に
か
け
て
行
わ
れ
、
調
査
結
果
を
順
次

公
表
し
て
い
く
予
定
で
す
。

　
　

１
、
対
象
サ
ー
ビ
ス

平
成　

年
度
か
ら
公
表
さ
れ
て
い
る

１８

サ
ー
ビ
ス

■
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス

訪
問
介
護
、
訪
問
入
浴
介
護
、
訪
問
看

護
、
通
所
介
護
、
福
祉
用
具
貸
与
、
居

宅
介
護
支
援

■
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

特
定
施
設
入
居
者
生
活
介
護
介
護
老
人

福
祉
施
設
、
介
護
老
人
保
健
施
設

平
成　

年
度
よ
り
公
表
さ
れ
る
サ
ー

１９

ビ
ス

■
居
宅
系
サ
ー
ビ
ス

訪
問
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン
、

通
所
リ
ハ
ビ
リ
テ
ー
シ
ョ
ン

■
施
設
系
サ
ー
ビ
ス

介
護
療
養
型
医
療
施
設

平
成　

年
度
以
降
公
表
さ
れ
る
サ
ー

２０

ビ
ス介

護
予
防
等
残
り　

サ
ー
ビ
ス
は
、
順

２６

次
公
表
を
予
定
し
て
い
ま
す
。

※
た
だ
し
、
対
象
サ
ー
ビ
ス
で
あ
っ
て
も
公

表
対
象
外
の
事
業
所
も
あ
り
ま
す
。

　
　

２
、
公
表
す
る
情
報

■
基
本
情
報

職
員
体
制
や
利
用
料
金

な
ど
基
本
的
な
事
実
情

報
で
事
業
所
が
報
告
し

た
こ
と
が
そ
の
ま
ま
公

表
さ
れ
て
い
ま
す
。

■
調
査
情
報

沖
縄
県
よ
り
指
定
を
受

け
た
３
つ
の
調
査
機
関

が
介
護
サ
ー
ビ
ス
事
業

所
を
訪
問
し
、
介
護

サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
マ

ニ
ュ
ア
ル
の
有
無
、

サ
ー
ビ
ス
提
供
内
容
の

記
録
管
理
の
有
無
な
ど

事
業
所
が
報
告
し
た
情

報
に
つ
い
て
事
実
確
認
の
調
査
を
行
っ

た
後
に
公
表
さ
れ
ま
す
。

３
、
沖
縄
県
の
介
護
サ
ー
ビ

ス
の
情
報
を
見
る
に
は

　

沖
縄
県
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
を
見

る
に
は
、
左
記
の
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
よ
り
閲

覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。
ホ
ー
ム
ペ
ー

ジ
で
は
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
が
①
介
護

サ
ー
ビ
ス
の
種
類
②
所
在
地
（
市
町
村
）

③
事
業
所
名
、
法
人
名
等
か
ら
検
索
で
き

ま
す
。

　

ま
た
、
全
国
の
都
道
府
県
の
介
護
サ
ー

ビ
ス
情
報
を
閲
覧
す
る
こ
と
が
で
き
ま
す
。

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て

制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

っ
て
ま
す
か
？ 
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て

制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？

っ
て
ま
す
か
？ 
「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

介
護
講
座
体
験 

〜
県
内
の
介
護
サ
ー
ビ
ス
の
情
報
が
公
表
さ
れ
て
い
ま
す
！
〜 

沖縄県介護サービス情報公表センターホームページ
http://www.kohyo.okishakyo.or.jp

お問い合わせ先：沖縄県介護サービス情報公表センター

（社会福祉法人　沖縄県社会福祉協議会）

ＴＥＬ　098 － 887 － 3700
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民
の
皆
様
に
質
問
で
す
。
貴
方
の

思
う
�
お
年
寄
り
�
っ
て
ど
ん
な
イ

メ
ー
ジ
で
す
か
？

　

今
、
貴
方
の
側
に
い
る
�
お
年
寄
り
�

は
、
ど
ん
な
座
り
方
を
し
て
ど
ん
な
歩
き

方
を
し
て
い
ま
す
か
？

☆
普
段
、
無
意
識
に
動
い
て
い
る
「
体
の

仕
組
み
」
を
追
及
し
一
緒
に
考
え
て
い
き

ま
し
ょ
う
☆

　

と
言
う
事
で
今
年
も
始
り
ま
し
た
！
沖

縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
毎
年
恒

例
の
介
護
講
座
が
今
年
も
開
講
致
し
ま
し

た
！

　

５
月
１
日
（
火
）
の
「
県
民
高
齢
者
疑

似
体
験
」
か
ら
始
ま
り
既
に　

講
座
が
開

１５

催
さ
れ
ま
し
た
。

　

定
期
の
介
護
講
座
以
外
に
も
小
・
中
・

高
校
生
高
齢
者
疑
似
体
験
教
室
や
車
い
す

体
験
教
室
等
出
張
講
座
も
あ
り
核
家
族
の

今
の
子
供
達
に
も
�
お
年
寄
り
�
っ
て
ど

ん
な
方
？
と
訴
え
追
求
し
総
合
理
解
を
深

め
行
動
に
移
す
事
の
大
切
さ
を
体
験
を
通

し
て
学
ん
で
い
ま
す
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

「
あ
っ
」

　
　
　

出
張
講
座
と
言
え
ば
・
・
・
・

　

な
ん
と
☆
離
島
に
も
出
張
講
座
に
行
っ

て
ま
す
☆
６
月　

日
の
伊
平
屋
島
か
ら
始

１４

ま
り
、　

・　

日
に
石
垣
島
・
与
那
国
島

２０

２１

と
講
座
を
開
い
て
き
ま
し
た
。
今
月
の　
１１

日
に
は
、
伊
江
島
に
伺
い
ま
す
の
で
宜
し

く
お
願
い
致
し
ま
す
。

　

�
な
ん
と
�
今
年
は
、
新
た
に
「
在
宅
か

ん
ご
実
習
教
室
（
一
般
県
民
対
象
）」「
介

護
技
術
向
上
実
務
者
研
修
（
従
事
職
員
対

象
）」と
２
講
座
が
加
わ
り
さ
ら
に
充
実
し

た
講
座
内
容
に
な
り
ま
し
た
。

　

年
間
を
通
し
て
い
ろ
い
ろ
な
「
体
験
・

実
技
・
知
識
」
を
無
料
で
（
材
料
費
負
担

の
場
合
も
あ
り
ま
す
）
学
べ
る
様
に
講
座

日
程
を
考
え
ま
し
た
。

「
今
、
在
宅
で
介
護
の
�
や
り
方
�
が
解

ら
な
い
�
介
護
に
興
味
�
が
あ
る
等
々
皆

様
の
講
座
申
し
込
み
を
お
待
ち
し
て
い
ま

す
。
講
座
申
し
込
み
方
法
で
す
が
４
通
り

あ
り
ま
す
。

①
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
で
本
会
の
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
よ
り
介
護
実
習
普
及
セ
ン
タ
ー
に

ア
ク
セ
ス
、
②
F
A
X
、　

③
電
話
、
④
直

接
窓
口
に
な
り
ま
す
。

　

〜
介
護
講
座
体
験
〜
の
申
し
込
み

を
心
よ
り
お
待
ち
し
て
お
り
ま
す
。

▲県民高齢者疑似体験教室

　

福
祉
用
具
っ
て
ご
存
知
で
す
か
？

よ
く
知
ら
れ
て
い
る
の
は
、「
車
い

す
・
杖
・
ベ
ッ
ト
」
等
の
イ
メ
ー
ジ

で
し
ょ
う
か
？
福
祉
用
具
は
、
皆
さ

ん
の
周
り
に
い
っ
ぱ
い
あ
り
ま
す
。

　

身
近
に
言
え
ば
使
う
本
人
に
合
わ

せ
た
「
め
が
ね
」
こ
れ
も
福
祉
用
具

の
ひ
と
つ
で
す
。
細
か
い
物
か
ら
大

き
い
物
ま
で
福
祉
用
具
と
は
、
数
え

ら
れ
な
い
ほ
ど
い
ろ
い
ろ
な
種
類
の

用
具
が
あ
る
の
で
す
。

　

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン

タ
ー
の
展
示
室
に
あ
る
福
祉
用
具
を

シ
リ
ー
ズ
で
紹
介
し
て
い
き
た
い
と

思
い
ま
す
。

　

次
号
よ
り
い
ろ
ん
な
福
祉
用
具
が

で
て
き
ま
す
。
お
楽
し
み
に
。

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

介
護
講
座
体
験

介
護
講
座
体
験 

介
護
講
座
体
験 

県

▲北部農林高校生車いす体験

　　▲ベッドから車いすに移動中です。
　　　ポイントは？お辞儀をすること！

っ
て
・・・ 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
制
度
っ
て
知
っ
て
ま
す
か
？ 

介
護
講
座
体
験 

な
に
？ 

福 
祉 

用 

具 

▲展示室の中から福祉用具を
紹介します。
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■
昨
年
の
取
り
組
み

　

〜
長
雨
災
害
か
ら
〜

　

沖
縄
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支

援
セ
ン
タ
ー
で
は
こ
れ
ま
で
、「
被
災
者

主
体
」
を
念
頭
に
お
い
た
災
害
被
災
者
支

援
を
行
っ
て
き
ま
し
た
。

　

昨
年
6
月
の
長
雨
災
害
で
は
、
県
内
中

城
村
を
は
じ
め
、
那
覇
市
な
ど
で
多
数
の

避
難
世
帯
が
生
じ
た
こ
と
か
ら
、
県
内
外

へ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ニ
ー
ズ
の
発
信
な
ど

を
目
的
と
し
て
「
沖
縄
県
災
害
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
」
を
設
置
し
ま
し
た
。

そ
の
後
も
「
災
害
時
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の

力
を
考
え
る
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
」
の
開
催
や

長
野
県
で
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン

タ
ー
設
置
訓
練
へ
の
参
加
な
ど
積
極
的
に

取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
。

◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆
◆

■
今
年
度
の
取
り
組
み

〜 「
災
害
被
災
者
支
援
力
パ
ワ
ー
ア
ッ

プ
事
業
」
〜

　

今
年
度
は
日
本
郵
政
公
社
の
年
賀
寄
附

金
助
成
事
業
の
助
成
を
受
け
て
、「
被
災

者
主
体
の
支
援
」
に
「
被
災
当
事
者
間
の

自
治
力
の
向
上
」
と
い
う
視
点
を
加
え
た

「
災
害
被
災
者
支
援
力
パ
ワ
ー
ア
ッ
プ
事

業
」
を
行
い
ま
す
。
一
年
間
の
事
業
で
は

あ
り
ま
す
が
、
モ
デ
ル
地
区
を
指
定
し
て

の
避
難
所
運
営
の
シ
ミ
ュ
レ
ー
シ
ョ
ン
訓

練
や
災
害
被
災
者
支
援
ガ
イ
ド
の
作
成
、

研
修
会
等
を
行
っ
て
い
き
ま
す
。

　

災
害
と
い
う
非
日
常
の
状
況
の
中
で
、

被
災
現
場
で
は
子
ど
も
、
女
性
、
高
齢
者
、

障
が
い
者
、
人
工
透
析
患
者
、
外
国
人
、

ア
レ
ル
ギ
ー
、
難
病
、
持
病
、
ア
ル
コ
ー

ル
依
存
症
、
ペ
ッ
ト
等
に
ま
つ
わ
る
本
当

に
多
様
な
被
災
者
ニ
ー
ズ
が
生
ま
れ
ま
す
。

そ
う
し
た
多
様
な
被
災
者
の
ニ
ー
ズ
を
ど

こ
ま
で
想
定
し
、
対
策
を
講
じ
て
お
け
る

の
か
、
そ
し
て
災
害
時
に
被
災
者
支
援
に

携
わ
る
機
関
が
連
携
し
な
が
ら
「
被
災
者

主
体
の
支
援
」
を
行
う
た
め
に
は
ど
の
よ

う
な
視
点
や
準
備
が
必
要
な
の
か
を
当
事

者
や
支
援
に
携
わ
る
方
々
と
と
も
に
考
え

た
い
と
思
い
ま
す
。

　

ま
た
忘
れ
て
は
な
ら
な
い
の
が
、
被
災

か
ら
復
興
・
回
復
す
る
過
程
で
は
、『
被
災

当
事
者
自
身
が
生
活
上
の
意
思
決
定
を
行

い
、
そ
の
力
が
あ
る
』
と
い
う
こ
と
を
確

認
し
て
い
く
プ
ロ
セ
ス
が
重
要
と
い
う
こ

と
で
す
。
こ
の
よ
う
な
被
災
当
事
者
自
身

で
�
い
の
ち
�
と
�
く
ら
し
�
を
守
る

「
被
災
当
事
者
間
の
自
治
力
･
共
助
力
・

合
意
形
成
力
」
を
高
め
て
い
く
と
い
う
点

に
も
力
を
入
れ
て
本
事
業
を
効
果
的
に
実

施
し
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

市
民
の
力
を
活
か
し
た
被
災
者
支
援

　

被
災
現
場
で
活
躍
す
る
存
在
と
し
て
、
災

害
救
援
に
駆
け
つ
け
る
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
が
い

ま
す
。
こ
れ
ま
で
も
全
国
各
地
で
災
害
が
起

き
た
と
き
に
、
日
常
の
生
活
を
奪
わ
れ
た
被

災
地
の
状
態
に
対
し
て
、「
力
に
な
り
た

い
！
」
と
市
民
の
想
い
が
全
国
か
ら
被
災
地

に
向
け
ら
れ
ま
し
た
。
そ
の
形
は
「
お
金
」

や
「
物
資
」
そ
し
て
「
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
」
と

い
う
形
で
現
れ
ま
す
。

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
は
多
様
な
ニ
ー
ズ
を
持
つ

被
災
者
一
人
一
人
へ
時
間
を
気
に
せ
ず
、
独

自
の
視
点
か
ら
細
や
か
な
支
援
を
行
う
こ
と

が
で
き
ま
す
。
一
律
公
平
に
行
わ
れ
る
行
政

か
ら
の
支
援
と
連
携
す
る
こ
と
で
、
被
災
者

支
援
に
欠
か
せ
な
い
力
と
な
り
ま
す
。

　

一
方
で
、
こ
う
し
た
被
災
地
へ
集
ま
る
市

民
の
想
い
が
、
被
災
者
の
生
活
を
壊
し
た
り
、

日
常
生
活
を
送
る
権
利
を
侵
害
す
る
こ
と
に

な
っ
て
し
ま
う
こ
と
は
避
け
な
け
れ
ば
な
り

ま
せ
ん
。
そ
こ
で
重
要
に
な
っ
て
く
る
の
が
、

被
災
者
を
中
心
に
考
え
た
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活

動
の
あ
り
方
で
あ
り
、
被
災
者
の
日
常
生
活

を
送
る
権
利
の
回
復
を
使
命
と
し
た
災
害
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
の
存
在
で
す
。
社
会

福
祉
協
議
会
は
こ
の
災
害
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ

ン
タ
ー
を
設
置
す
る
役
割
を
担
う
こ
と
が
期

待
さ
れ
お
り
、
市
民
の
自
発
的
な
想
い
を
受

け
止
め
な
が
ら
、
被
災
者
支
援
に
必
要
な
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
の
力
を
コ
ー
デ
ィ
ネ
ー
ト
し
て

い
き
ま
す
。

沖
縄
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

Ｔ
ｅ
ｌ：

０
９
８－

８
８
４－

４
５
４
８（
直
通
）

Ｆ
ａ
ｘ：

０
９
８－

８
８
４－

４
５
４
５（
直
通
）
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高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 の
ご
案
内
 

の
ご
案
内
 

「
災
害
被
災
者
主
体
の
支
援
」 

　
　
　
　
　
　
　
を
実
現
す
る
た
め
に 

県ボラセン 県ボラセン 
Presents

県ボラセン 
Presents 介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修 

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ 

平成19年度 
ソウェルクラブおきなわ 

コ

ラ

ム

　

長
雨
の
影
響
に
よ
る
地
滑
り
や
道
路
崩
落
な
ど
が

相
次
い
だ
2
0
0
6
年
6
月
か
ら
1
年
が
経
ち
ま
す
。

沖
縄
で
は
最
近
は
地
震
に
よ
る
大
き
な
災
害
は
起
き

て
い
ま
せ
ん
が
、
台
風
に
よ
る
家
屋
の
倒
壊
や
長
雨

に
よ
る
水
害
・
土
砂
災
害
な
ど
災
害
は
い
つ
お
き
て

も
お
か
し
く
な
い
身
近
な
も
の
で
す
。

　

こ
こ
で
は
、
沖
縄
県
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
・
市
民
活
動

支
援
セ
ン
タ
ー
（
県
ボ
ラ
セ
ン
）
の
災
害
に
対
す
る

取
り
組
み
、
特
に
被
災
者
支
援
に
つ
い
て
、
そ
の
視

点
と
取
り
組
み
を
ご
紹
介
し
ま
す
。

▲中城崩落現場（2006 年 8月）
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今
回
は
、
沖
縄
で
最
初
に
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
を
名
乗
り
、
活
動
を
し

て
き
た
歴
史
あ
る
「
琉
球
大
学
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル
（
通
称
「
琉
ボ
ラ
」）」

を
紹
介
す
る
。

　

現
在
、
琉
ボ
ラ
の
メ
ン
バ
ー
は
約　

名
。

５０

法
文
・
教
育
・
理
・
農
・
工
・
医
学
部
と

い
う
様
々
な
学
問
を
学
ぶ
学
生
た
ち
が
集

ま
っ
て
お
り
、
多
彩
な
メ
ン
バ
ー
が
い
る

と
い
う
の
が
特
徴
的
だ
。

　

毎
月
１
回
の「
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
」

と
大
学
近
く
に
あ
る
沖
縄
病
院
の
筋
ジ
ス

患
者
た
ち
の
集
ま
る
「
ゲ
ッ
コ
ー
ズ
」
と

の
交
流
が
琉
ボ
ラ
の
中
心
活
動
と
な
っ
て

い
る
が
、
そ
の
他
に
も
知
的
障
害
者
の
作

業
所
や
社
協
、
N
P
O
、
福
祉
施
設
か
ら

の
依
頼
を
受
け
て
の
活
動
が
あ
る
。

　

学
生
の
集
ま
り
と
い
う
流
動
的
な
組
織

に
あ
っ
て
、
サ
ー
ク
ル
を
維
持
し
て
い
く

こ
と
は
容
易
で
は
な
い
が
、「
自
分
た
ち

が
楽
し
み
な
が
ら
」
と
い
う
ス
タ
ン
ス
で

活
動
を
続
け
て
い
る
。

　

取
材
し
た
「
ゲ
ッ
コ
ー
ズ
」
と
の
交
流

の
場
か
ら
見
え
て
く
る
も
の
は
、
障
害
と

か
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
な
ど
の
福
祉
的
な
概
念

に
と
ら
わ
れ
な
い
、
そ
れ
ぞ
れ
の
新
し
い

出
会
い
か
ら
生
ま
れ
た
友
達
関
係
で
築
か

れ
て
い
る
場
で
あ
る
と
い
う
こ
と
だ
。
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
だ
か
ら
何
か
を
す
る
、
し
て

あ
げ
る
と
い
う
気
負
い
は
全
く
無
く
、
た

だ
一
緒
に
ゲ
ー
ム
を
し
た
り
お
し
ゃ
べ
り

に
花
を
咲
か
せ
た
り
す
る
。

　

琉
ボ
ラ
に
参
加
す
る
理
由
を
聞
く
と
、

「
普
段
、
出
会
う
こ
と
の
な
い
人
た
ち
と

出
会
う
こ
と
が
出
来
る
。
色
々
な
人
た
ち

と
の
出
会
い
は
、
学
校
に
い
る
だ
け
で
は

知
る
こ
と
の
な
い
自
分
の
視
野
を
広
げ
て

く
れ
る
か
ら
」
と
の
こ
と
。
ビ
ー
チ
ク

リ
ー
ン
活
動
も
「
個
人
だ
と
ビ
ー
チ
の
ご

み
に
気
づ
い
て
も
、
拾
う
こ
と
を
た
め

ら
っ
た
り
し
て
出
来
な
い
け
れ
ど
、
集
団

に
な
れ
ば
で
き
る
」
と
の
こ
と
。

　

今
年
の
目
標
を
尋
ね
る
と
、「
ビ
ー
チ

に
落
ち
て
い
る
ガ
ラ
ス
片
で
ビ
ー
チ
グ
ラ

ス
ア
ー
ト
を
作
成
す
る
こ
と
。
そ
の
た
め

に
、
ビ
ー
チ
ク
リ
ー
ン
活
動
を
頑
張
っ
て
、

多
く
の
ガ
ラ
ス
片
を
集
め
ま
す
。
サ
ー
ク

ル
の
メ
ン
バ
ー
も
減
っ
て
い
く
こ
と
が
な

い
よ
う
に
、
み
ん
な
が
楽
し
く
活
動
で
き

る
サ
ー
ク
ル
に
し
て
い
き
た
い
」
と
語
っ

て
く
れ
た
。

　
　
　

新
し
い
出
会
い
を
楽
し
む
サ
ー
ク
ル

シリーズ 

活動最前線 

琉
球
大
学

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
サ
ー
ク
ル

▲月 1回、沖縄病院「ゲッコーズ」
との交流に参加する琉ボラメンバー

福
祉
施
設
経
営
相
談

福
祉
施
設
経
営
相
談 

福
祉
施
設
経
営
相
談 

労
務
管
理
編

労
務
管
理
編 

労
務
管
理
編 
Ｑ＆Ａ

 

　
県
社
協
で
は
経
営
支
援
室
を
設
置
し
、

福
祉
施
設
の
経
営
相
談
を
受
け
付
け
て

い
ま
す
。 

　
社
会
福
祉
法
人
の
設
立
、
施
設
経
営
、

職
員
の
処
遇
、
会
計
・
税
務
、
法
律
問

題
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
相
談
に
対
し
て

２
名
の
経
営
支
援
員
と
３
名
の
専
門
相

談
員
が
対
応
し
て
い
ま
す
。 

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会 

経
営
支
援
室 

電
　
話
０
９
８（
８
８
７
）２
０
３
７（
直
通
） 

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
９
８（
８
８
７
）２
０
４
３（
直
通
） 

 

今回、回答して頂くのは 

本会「福祉施設経営相談支援事業専門相談員」の 

社会保険労務士 江尻 育弘先生です。 

　就業規則に「この就業規則にない事項については、

労働基準法、その他の法令による」と定めたり、準用

規定をおくことのリスクとは何でしょうか。 

　「労働基準法、その他の法令による」と、ざっくり

とまとめてしまうと、以下のような問題が生じたとき

に困ることになります。社会福祉法人の就業規則は、

一般的に法定外年休が多く、例えば法定外年休の買い取りを行っ

たり、翌年度繰り越しを認めないという独自の運用をしている

場合でも、「労働基準法、その他の法令による」と規定されてい

れば、法定外であっても法定内のしばりの中で運用しますと、

自ら宣言してるようなものだからです。 

　また、類似の例として「この就業規則を準用する」という規

定の仕方も検討した方が良いでしょう。準用するものと準用し

ないものの区分けが曖昧になる危険があります。もし、準用規

定をおくのであれば、何を準用するのか、何は準用しないのか

を明確にした上で、準用する条項を明確に規定しておくことを

お勧めいたします。 



福祉情報おきなわ 8

地域福祉活動支援の 
お知らせ 

地域福祉活動支援の 
お知らせ 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

あ
り
が
と
う
メ
ッ
セ
ー
ジ

沖
縄
ハ
リ
ケ
ー
ン
ズ
（
沖
縄
市
）

配
分
額
･
･
･　

万
円

57

　

今
回
、
共
同
募
金
会
を
通
じ
て
頂
い
た

た
く
さ
ん
の
善
意
を
感
じ
る
と
と
も
に
、

第
8
回
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ
ビ
ー
日
本

選
手
権
大
会
に
参
加
し
、
貴
重
な
体
験
を

し
、
多
く
の
も
の
を
得
、
た
く
さ
ん
の
人

と
交
流
す
る
事
が
出
来
ま
し
た
。
本
当
に

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
こ
れ
か
ら

も
身
障
者
ス
ポ
ー
ツ
を
通
じ
て
、
広
く
多

く
の
事
を
理
解
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
活

動
の
幅
を
広
げ
て
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

　

都
道
府
県
共
同
募
金
会
及
び
中
央
共
同

募
金
会
は
、
共
同
募
金
以
外
の
寄
付
金
に

係
る
税
制
上
の
措
置
を
行
っ
て
い
ま
す
。

こ
の
制
度
は
厚
生
省
通
知
を
受
け
昭
和　
４５

年
５
月　

日
付
中
央
共
募
発
第　

号
（
通

２７

６８

報
第　

報
）「
共
同
募
金
会
に
対
し
て
な
さ

１５

れ
た
社
会
福
祉
に
関
す
る
寄
付
金
の
税
制

上
の
取
扱
に
つ
い
て
」
別
添
「
共
同
募
金

以
外
の
特
定
寄
付
金
・
指
定
寄
付
金
取
扱

細
目
」
及
び
平
成
元
年
８
月
８
日
付
中
央

共
募
特
発
第
２
０
０
号
（
通
報
第　

報
）

５１

「
住
所
地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
に
対

し
て
な
さ
れ
た
「
特
定
寄
付
金
及
び
指
定

寄
付
金
取
扱
基
準
」
及
び
「
共
同
募
金
以

外
の
寄
付
金
取
扱
基
準
」
並
び
に
「
住
所

地
の
都
道
府
県
共
同
募
金
会
に
対
し
て
な

さ
れ
た
寄
附
金
の
個
人
住
民
税
に
係
る
取

扱
要
領
」
に
基
づ
き
審
査
の
う
え
承
認
さ

れ
ま
す
。
ま
た
、
厚
生
労
働
省
を
経
由
し

て
財
務
省
・
総
務
省
に
報
告
書
を
提
出
し

ま
す
。

　

平
成
９
年
６
月　

日
付
厚
生
省
社
援
企

１６

第
第
１
０
５
号
「
共
同
募
金
会
に
対
し
て

な
さ
れ
た
寄
付
金
（
共
同
募
金
を
除
く
）

に
つ
い
て
の
税
制
上
の
取
扱
い
に
つ
い

て
」
に
よ
り
、
当
該
会
計
年
度
に
お
け
る

受
配
者
ご
と
の
配
分
額
が
３
、
０
０
０
万

円
を
超
え
る
寄
付
金
に
つ
い
て
は
、
公
表

を
す
る
必
要
が
あ
り
ま
す
。

　

平
成　

年
度
の
公
表
の
対
象
と
な
る
寄

１８

付
者
及
び
受
配
者
の
名
称
並
び
に
配
分
額

は
、
下
記
の
一
覧
表
の
と
お
り
で
す
。

地域福祉活動支援の 
お知らせ 

平
成
平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の

年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の

年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の

年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

第
8
回
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ

第
8
回
ウ
ィ
ル
チ
ェ
ア
ー
ラ
グ

ビ
ー
日
本
選
手
権
大
会
へ
参
加

ビ
ー
日
本
選
手
権
大
会
へ
参
加

平成１８年度共同募金以外の寄付金に係わる
取扱い結果の公表一覧

配分額受配法人名寄付者名

63,770,000社会福祉法人　陽風会医療法人　陽心会

平成 20 年度事業 公募助成のご案内

▼募 集 対 象：地域で福祉活動を実施して

いる住民団体やボランティアグループの

資金助成。住民主体の諸活動であり、自

主性・非営利・公開を原則とする。

▼助成限度額：１団体、１件３０万円

▼募 集 期 間：平成１９年７月２日（月）～

１０月３１日（水）午後５時必着（土・日・

祝日は除く）

▼募 集 方 法：所定の応募用紙に必要事項

等を記入の上、鏡文書を付けて沖縄県共

同募金会へ提出（郵送可）

▼問 合 せ 先：沖縄県共同募金会事務局

　電話　098 － 882 － 4353

　ＨＰでも紹介（様式添付）

　沖縄県共同募金会ＨＰ

　http://www.okishakyo.or.jp/html/kyoubo/
第 8回ウィルチェアーラグビー日本選手権
大会での試合の様子

地域福祉活動支援の 
お知らせ 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

平
成
18
年
度
共
同
募
金
以
外
の 

寄
付
金
に
係
わ
る
取
扱
い
結
果
の
公
表 

沖
縄
県
共
同
募
金
会
よ
り
 

9 福祉情報おきなわ

平成１８年度　沖縄県社会福祉協議会決算報告
 一　般　会　計 （単位：円）

貸　借　対　照　表
貸　　方借　　方

１４７,４４７,６５６流動負債１７１,３８２,８５０流動資産
１９２,８９５,４５２固定負債１,８８２,０８４,４１０固定資産
１,０００,０００基本金

１,４９１,１６８,２１３基金
４３８,６２７国庫補助金等特別積立金

１８１,０２１,４８３その他の積立金
３９,４９５,８２９次期繰越活動収支差額

２,０５３,４６７,２６０計２,０５３,４６７,２６０計

事 業 活 動 収 支 計 算 書
収　　入支　　出

２,２５９,９９９,５４２事業活動収入２,１９６,７６８,０６８事業活動支出
１,４６０,２０５,３９６事業活動外収入１,４４３,３５２,２６５事業活動外支出

0特別収入１,８４１,１７６特別支出
△ １９,４７７,６００前期繰越活動収支差額２２,２１０,０００その他の積立金積立額
２,９４０,０００その他の積立金取崩額３９,４９５,８２９次期繰越活動収支差額

３,７０３,６６７,３３８計３,７０３,６６７,３３８計

資 金 収 支 計 算 書
収　　入支　　出

３,９１９,３８５,３５０経常収入２,４７９,０６２,１８３経常支出
0施設整備等収入８,５６３,８７３施設整備等支出

３０,８３６,３８０財務収入１,４４３,３４７,７７３財務支出
２１,０２７,２９３前期末支払資金残高0予備費

４０,２７５,１９４当期末支払資金残高

３,９７１,２４９,０２３計３,９７１,２４９,０２３計

平成１８年度　沖縄県共同募金会決算報告

貸　　　借　　　対　　　照　　　表

貸　　　　方借　　　　方

181,504流動負債239,148流動資産

18,810固定負債85,639固定資産

3,000基本金

61,945その他の積立金

59,528次期繰越活動収支差額

324,787計324,787計

（単位：円）

資　　金　　収　　支　　計　　算　　書

収　　　　入支　　　　出

430,993経常収入420,030経常支出

0施設整備等収入0施設整備等支出

0財務活動収入1,163財務活動支出

71,973前期末支払資金残高0予備費

81,773当期末支払資金残高

502,966計502,966計

（単位：円）

事　業　活　動　収　支　計　算　書

収　　　　入支　　　　出

372,482事業活動収入360,632事業活動支出

58,510事業活動外収入68,618事業活動外支出

0特別収入0特別支出

0その他の積立金取崩額102その他の積立金積立額

57,888前期繰越活動収支差額59,528次期繰越活動収支差額

488,880計488,880計

（単位：円）

財　　産　　目　　録

貸　　　　方借　　　　方

181,504流動負債239,148流動資産

18,810固定負債85,639固定資産

200,314負債合計

124,473差引正味財産324,787資産合計

（単位：円）

１．一般会計

※社会福祉法人会計基準に基づく

 収　益　事　業　特　別　会　計 （単位：円）

貸　借　対　照　表

貸　　方借　　方

２,１０６,９２４流動負債２０,４１８,８４０流動資産

0固定負債１６１,６１７,５１２固定資産

４０,７６５,０３３元入金

0基金

３６,５６３,２１７その他の積立金

１０２,６０１,１７８次期繰越活動収支差額

１８２,０３６,３５２計１８２,０３６,３５２計

事 業 活 動 収 支 計 算 書

収　　入支　　出

４６,００４,７０４事業活動収入２３,６７３,５６２事業活動支出

９６,２８５事業活動外収入２,０００,０００事業活動外支出

２７４,１８１,９５７特別収入２７４,１８１,９５７特別支出

１０２,０１９,２３６前期繰越活動収支差額１９,８４５,４８５その他の積立金積立額

0その他の積立金取崩額１０２,６０１,１７８次期繰越活動収支差額

４２２,３０２,１８２計４２２,３０２,１８２計

資 金 収 支 計 算 書

収　　入支　　出

４６,１００,９８９経常収入２２,２６２,２１９経常支出

0施設整備等収入３２４,０００施設整備等支出

0財務収入１９,８４５,４８５財務支出

１４,６４２,６３１前期末支払資金残高0予備費

１８,３１１,９１６当期末支払資金残高

６０,７４３,６２０計６０,７４３,６２０計

生活福祉資金特別会計

貸　借　対　照　表

貸　　方借　　方

４９６,３７４,４７０流動負債６０３,７６３,４８８流動資産

３,２０８,１０４,８６５固定負債２,６０９,６１７,４４６固定資産

２,６０５,７５７,５７７基　金

△３,２０４,２４４,９９６積立金

１０７,３８９,０１８繰越金

３,２１３,３８０,９３４計３,２１３,３８０,９３４計

貸　借　対　照　表

貸　　方借　　方

１,６９１,１２２流動負債４,５３６,４６０流動資産

１４,０６８,５４１基金１４,０６８,５４１固定資産

２,８４５,３３８繰越金

１８,６０５,００１計１８,６０５,００１計

貸　借　対　照　表

貸　　方借　　方

１４４,４０３流動負債１,６７８,７２３,６３８流動資産

１,９００,０００,０００固定負債２２４,１２４,７８５固定資産

２２１,４２０,７６５基　金

△１,８９７,２９５,９８０積立金

１,６７８,５７９,２３５繰越金

１,９０２,８４８,４２３計１,９０２,８４８,４２３計

（単位：円）

離職者支援資金特別会計
（単位：円）

生活福祉資金貸付事務費特別会計
（単位：円）

収　支　計　算　書
貸　　方借　　方

0補助金収入１７４,２１７,０００事業費
３８７,５４１,３３１事業収入３,２０４,９２２積立金繰入支出
９,７９３,９１９積立金戻入収入１８,０１４,４９７繰出金
２５,６１２積立金利息収入１７８,８１２,１０７貸倒引当金繰入額

0貸倒引当金戻入額0予備費
２５９,８０６雑収入１０７,３８９,０１８当期繰越金

８４,０１６,８７６繰越金収入
４８１,６３７,５４４計４８１,６３７,５４４計

収　支　計　算　書
貸　　方借　　方

２７,０００,０００補助金収入４０,３０９,７９０事務費
２９,９７８,６５１繰入金収入１１,７９４,３１９事業費
２０,０５３雑収入２,１７８,１８０繰出金
１２８,９２３繰越金収入0予備費

２,８４５,３３８当期繰越金

５７,１２７,６２７計５７,１２７,６２７計

収　支　計　算　書
貸　　方借　　方

0補助金収入８,０２０,０００事業費
３６,３０４,８４１事業収入９１０,５２４積立金繰入支出

0積立金戻入収入１１,９６４,１５４繰出金
７９８積立金利息収入0予備費

１０,１４０,５４４雑収入１,６７８,５７９,２３５当期繰越金
１,６５３,０２７,７３０繰越金収入

１,６９９,４７３,９１３計１,６９９,４７３,９１３計

総　　　括　　　財　　　産　　　目　　　録

金　　　額Ⅱ　負債の部金　　　額Ⅰ　資産の部

６１９,３５９,９３０流動負債２,４５０,４２０,６３１流動資産

５,３０１,０００,３１７固定負債４,８９１,５１２,６９４固定資産

５,９２０,３６０,２４７負債合計

△ ４０,７６５,０３３△元入金

１,３８０,８０８,０４５差引純資産７,３４１,９３３,３２５資産合計

（単位：円）

※紙面の都合により、決算額 （大区分） のみの掲載 

とさせていただいております。

　　なお、平成１８年度財産目録、貸借対照表、資金

収支計算書、事業活動収支計算書等は、沖縄県社

会福祉協議会において閲覧することができます。
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平
成　

年
５
月　

日
に
開
催
の
第
１
回
理
事
会
・
評
議

１９

２３

員
会
で
平
成　

年
度
実
績
報
告
及
び
決
算
に
つ
い
て
審
議

１８

し
、
承
認
さ
れ
ま
し
た
。
概
要
は
次
の
と
お
り
で
す
。
仔

細
に
つ
き
ま
し
て
は
、
本
会
総
務
部
に
て
閲
覧
で
き
ま
す
。

Ⅰ　

市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
活
動
の
支
援

１　

活
動
体
制
の
整
備
強
化

�
調
査
研
究
活
動 （
５
件
）

�
市
町
村
社
協
等
の
開
催
す
る
会
議
等
で
の
助
言
・
支
援

 （
９
件
）

�
市
町
村
社
協
等
の
開
催
す
る
研
修
会
等
へ
の
講
師
派
遣

 （　

件
）

１７

�
市
町
村
社
協
の
主
催
す
る
社
会
福
祉
大
会
等
の
支
援

 （
８
件
）

�
市
町
村
社
協
予
算
対
策
運
動
の
展
開（
要
望
事
項
６
点
）

�
沖
縄
県
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
の
運
営

�
市
町
村
社
協
役
職
員
研
修
会
等
の
開
催 （
２
回
）

�
資
料
の
作
成
配
布

�
全
国
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
各
種
会
議
・
研
修
会
等
へ
の
参

加
及
び
派
遣
斡
旋 （
９
件
）

�
助
成
事
業
の
紹
介
・
斡
旋 （
３
件
）

２　

在
宅
福
祉
の
推
進

�
地
域
福
祉
推
進
支
援
事
業
の
実
施

�
民
間
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
推
進

�
精
神
保
健
福
祉
事
業

Ⅱ　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
普
及
振
興

１　

福
祉
文
化
の
形
成

� 「
住
民
支
え
合
い
活
動
レ
ポ
ー
ト
集
」
の
発
行

� 「
地
域
の
福
祉
力
ア
ッ
プ
セ
ミ
ナ
ー
」
の
開
催

２　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
の
充
実
強
化

�
養
成
・
研
修
事
業
の
実
施 （
３
件
）

�
福
祉
教
育
推
進
事
業 （
９
件
）

�
市
町
村
社
協
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー
へ
の
支
援

�
広
報
・
啓
発
事
業

�
調
査
・
研
究
事
業 （
２
件
）

�
県
外
研
修
へ
の
参
加
・
派
遣 （
５
件
）

�
災
害
発
生
に
伴
う
関
係
機
関
へ
の
支
援

�
セ
ン
タ
ー
拠
点
機
能
の
整
備
と
充
実

�
勤
労
者
マ
ル
チ
ラ
イ
フ
支
援
事
業
の
実
施

�
運
営
委
員
会
・
専
門
委
員
会
の
開
催 （
２
回
）

�
そ
の
他
の
事
業

３　

民
生
委
員
児
童
委
員
活
動
の
強
化

�
県
民
児
協
の
運
営

�
研
修
会
等
の
開
催 （
５
件
）

�
全
国
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
・
研
修
会
等
へ
の
派
遣
・

斡
旋 （　

件
）

２１

�
指
定
民
児
協
活
動
の
推
進 （
２
民
児
協
）

�
顕
彰
推
薦 （
６
件
、　

人
）

５７

�
市
町
村
・
地
区
段
階
に
お
け
る
研
修
会
等
へ
の
役
職
員

派
遣 （　

件
）

２８

�
小
規
模
離
島
出
前
研
修
会 （
５
回
）

Ⅲ　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
の
推
進

県
内
合
計
…
相
談
件
数
２
２ ,
２
８
６
件
、 新
規
契
約
件
数

１
０
３
件
、
解
約
者
数　

件
、
現
実
利
用
者
数
３
７
０
件

４０

１　

各
種
委
員
会
等
の
開
催

�
契
約
締
結
審
査
会
の
開
催
（　

回
）

１２

�
地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
専
門
員
連
絡
会
議
の
開
催

 （
３
回
）

�
基
幹
的
社
協
事
務
局
長
連
絡
会
議
の
開
催
（
３
回
）

�
関
連
機
関
連
絡
会
議
の
開
催

２　

研
修
等
事
業

�
高
齢
者
虐
待
防
止
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

�
生
活
支
援
員
等
研
修
会
の
開
催

�
地
域
福
祉
権
利
擁
護
推
進
員
研
修
会
の
開
催

３　

全
国
会
議
・
研
修
へ
の
参
加 （
３
回
）

４　

巡
回
指
導
・
調
整 （　

回
）

１７

５　

各
関
係
機
関
会
議
・
研
修
会
等
へ
の
参
加 （
２
件
）

６　

広
報
・
啓
発
・
普
及
活
動

７　

地
域
福
祉
権
利
擁
護
事
業
等
に
関
す
る
調
査

Ⅳ　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
に
関
す
る
苦
情
解
決
事
業
の
推
進

１　

各
種
委
員
会
・
会
議
等
の
開
催

�
運
営
適
正
化
委
員
会 （
本
会
議
） （
６
回
）

�
運
営
監
視
部
会 （
６
回
）

�
苦
情
解
決
部
会 （
６
回
）

�
国
保
連
と
の
連
絡
調
整
会
議

２　

広
報
・
啓
発
・
普
及
活
動

３　

県
外
研
修
会
等
へ
の
派
遣 （
４
件
）

４　

県
内
研
修
会
の
実
施 （
６
件
）

５　

各
事
業
所
に
お
け
る
研
修
会
へ
の
講
師（
事
務
局
員
）

派
遣
（
５
件
）

６　

巡
回
指
導 （
訪
問
） の
実
施 （　

件
）

１８

７　

調
査
研
究
活
動
の
実
施 （
１
件
、
７
０
７
箇
所
）

８　

苦
情
解
決
の
状
況 （
苦
情
受
付　

件
、
そ
の
他　

件
）

６０

８１

Ⅴ　

社
会
福
祉
施
設
・
団
体
の
育
成
及
び
連
絡
調
整

１　

種
別
協
議
会
の
運
営

�
保
育
協
議
会

�
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

�
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
議
会

�
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会

�
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

�
児
童
養
護
協
議
会

２　

社
会
福
祉
施
設
団
体
へ
の
援
助
活
動

�
各
種
公
益
助
成
金
等
の
斡
旋 （
９
件　
　

団
体
）

１１

�
独
立
行
政
法
人
福
祉
医
療
機
構
助
成
金 「
地
方
分
」
助
成

事
業
の
斡
旋

�
預
託
物
品
の
受
託
及
び
配
分 （　

件
）

２５

３　

任
意
団
体
・
小
規
模
作
業
所
等
の
支
援

任
意
団
体
へ
の
助
成 （　

団
体
、
３ ,
３
４
０
千
円
）

１６

Ⅵ　

社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の
確
保
及
び
養
成

１　

沖
縄
県
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー
の
受
託
・
運
営

�
運
営
委
員
会
の
開
催 （
１
回
）

�
福
祉
人
材
無
料
職
業
紹
介
事
業
の
実
施

�
社
会
福
祉
事
業
に
従
事
し
よ
う
と
す
る
者
に
対
す
る
説

明
会
、
講
習
会
の
実
施

�
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
の
確
保
に
関
す
る
調
査
研
究
の

実
施

�
社
会
福
祉
事
業
従
事
者
に
対
す
る
研
修
の
企
画
及
び
実

施 （　

件
、
受
講
１ ,
８
０
９
名
）

２３

�
社
会
福
祉
事
業
経
営
者
等
に
対
す
る
相
談
援
助

�
福
祉
に
関
す
る
啓
発
・
広
報
事
業
の
推
進

�
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
・
調
整

�
福
祉
人
材
確
保
特
別
推
進
事
業
の
実
施 （　

校
、
８
４

１６

３
名
）

２　

沖
縄
県
介
護
実
習
・
普
及
セ
ン
タ
ー
の
受
託
運
営

�
運
営
委
員
会
の
開
催 （
１
回
）

�
運
営
委
員
会
福
祉
用
具
専
門
部
会
の
開
催 （
１
回
）

�
啓
発
・
広
報
活
動

�
介
護
に
関
す
る
知
識
・
技
術
習
得
の
た
め
の
講
座
の
開

催 （
講
座
開
催
数
１
７
３
回
、
受
講
者
数
４ ,
２
１
７
名
）

�
福
祉
用
具
展
示
場
来
館
者
及
び
来
談
者
状
況 （
来
館
者

１ ,
６
６
１
人
、
相
談
状
況
２
１
０
件
）

�
地
域
支
援
事
業
の
推
進

�
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

�
全
国
・
九
州
ブ
ロ
ッ
ク
会
議
及
び
各
種
研
修
会
へ
の
参

加 （
４
件
）

３　

福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
事
業
の
受
託
・
運
営

　

加
入
法
人
数
１
２
７
法
人
、
加
入
会
員
数
２ ,
９
０
２
名

�
会
員
交
流
事
業
の
実
施 （
５
件
）

�
地
域
開
発
メ
ニ
ュ
ー
へ
の
取
り
組
み

平平平平平平平平平平
成成成成成成成成成成
平
成　

年年年年年年年年年年
度度度度度度度度度度

沖沖沖沖沖沖沖沖沖沖
縄縄縄縄縄縄縄縄縄縄
県県県県県県県県県県
社社社社社社社社社社
会会会会会会会会会会
福福福福福福福福福福
祉祉祉祉祉祉祉祉祉祉
協協協協協協協協協協
議議議議議議議議議議
会会会会会会会会会会
事事事事事事事事事事
業業業業業業業業業業
実実実実実実実実実実
績績績績績績績績績績
報報報報報報報報報報
告告告告告告告告告告

年
度 
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会
事
業
実
績
報
告
書書書書書書書書書書書

１１１１１１１１１１８８８８８８８８８８１８
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�
全
国
会
議
・
研
修
会
等
へ
の
参
加

�
福
利
厚
生
セ
ン
タ
ー
加
入
勧
奨
の
実
施 （　

件
）

１８

�
ソ
ウ
ェ
ル
ク
ラ
ブ
お
き
な
わ
推
進
委
員
会
の
開
催

４　

種
別
協
議
会
共
催
に
よ
る
研
修
事
業

�
保
育
協
議
会

　

第　

回
沖
縄
県
保
育
研
究
大
会
（
他
２
件
）

３３

�
社
会
福
祉
施
設
経
営
者
協
議
会

　

社
会
福
祉
法
人
決
算
実
務
対
策
セ
ミ
ナ
ー
（
他
４
件
）

�
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー
協
議
会

地
域
包
括
支
援
セ
ン
タ
ー
・
在
宅
介
護
支
援
セ
ン
タ
ー

合
同
研
修
会
（
他
２
件
）

�
老
人
福
祉
サ
ー
ビ
ス
協
議
会 

　

沖
縄
県
介
護
保
険
セ
ミ
ナ
ー
施
設
長
研
修
会（
他
３
件
）

�
身
体
障
害
児
者
施
設
協
議
会 

　

沖
縄
県
障
害
者
施
設
研
究
大
会
（
他
１
件
）

�
心
身
障
害
児
者
施
設
協
議
会

　

沖
縄
県
障
害
者
施
設
研
究
大
会
（
他
１
件
）

�
児
童
養
護
協
議
会

　

第　

回
沖
縄
県
児
童
養
護
研
究
協
議
会

２５

　
５　

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
並
び
に
受
講
資
格
試
験

等
の
取
り
組
み

�
介
護
支
援
専
門
員
養
成
事
業
に
関
す
る
調
整
会
議
の
実

施
�
試
験
準
備
集
中
セ
ミ
ナ
ー
の
開
催

�
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
の
実
施 （
受
験

者
数
１ ,
３
８
５
人　

合
格
者
数
１
８
３
人
）

�
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修 （
修
了
者
１
８
６
人
）

Ⅶ　

調
査
研
究
及
び
福
祉
施
策
の
推
進

１　

調
査
研
究
活
動

�
第
２
次
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会　

プ
ラ
ン
の
推
進
評

２１

価
２　

平
成　

年
度
予
算
対
策
活
動

１９

�
県
社
会
福
祉
予
算
対
策
協
議
会
の
運
営

�
関
係
機
関
等
へ
の
要
請
活
動

�
平
成　

年
度
県
・
市
町
村
予
算
に
対
す
る
要
請
事
項（　

１９

２５

項
目
）

Ⅷ　

第
三
者
評
価
事
業
等
へ
の
対
応

１　

福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
事
業
推
進
の
あ
り
方
の

検
討

�
先
進
県
に
お
け
る
実
施
状
況
把
握

�
沖
縄
県
福
祉
サ
ー
ビ
ス
第
三
者
評
価
調
査
員
養
成
研
修

会
へ
の
派
遣

２　

認
知
症
高
齢
者
グ
ル
ー
プ
ホ
ー
ム
外
部
評
価
事
業
の

推
進

�
評
価
調
査
の
実
施 （　

箇
所
）

２９

�
評
価
調
査
員
フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
研
修
の
開
催 （
２
回
）

�
関
係
機
関
・
団
体
と
の
連
絡
調
整

�
啓
発
・
広
報
活
動

�
調
査
研
究
・
研
修
事
業

�
全
国
研
修
会
等
へ
の
派
遣 （
３
件
）

３　

介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
事
業
の
推
進

�
指
定
情
報
公
表
セ
ン
タ
ー
・
調
査
委
員
養
成
研
修
機
関

の
指
定
（
県
知
事
指
定
）

� 「
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
」
に
関
す
る
計
画
原
案
の

策
定

�
介
護
サ
ー
ビ
ス
情
報
の
公
表
事
業
者
説
明
会
の
開
催

�
情
報
公
表
事
務
実
績 （
１ ,
０
３
６
件
）

�
新
規
サ
ー
ビ
ス
モ
デ
ル
事
業
・
調
査
員
養
成
研
修
事
業

の
受
託

�
制
度
推
進
協
議
会
及
び
全
国
担
当
者
会
議
へ
の
派
遣

 （
２
件
）

�
指
定
調
査
機
関
の
指
定 （
県
知
事
指
定
） （
調
査
事
務
件

数
３
１
４
件
）

�
指
定
調
査
機
関
と
の
連
絡
調
整 （
７
回
）

Ⅸ　

啓
発
宣
伝
事
業

１　

第　

回
沖
縄
県
社
会
福
祉
大
会
の
開
催

４９

２　

広
報
紙 「
福
祉
情
報
お
き
な
わ
」 の
発
行 （
６
回
）

３　

各
種
福
祉
週
間
行
事
の
提
唱
・
協
力

４　

社
会
福
祉
情
報
サ
ー
ビ
ス
事
業 （
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
の

公
開
）

５　

広
報
支
援
等

Ⅹ　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
推
進

１　

生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

�
運
営
委
員
会
の
開
催 （　

回
）

１２

�
生
活
福
祉
資
金
借
入
申
込
及
び
貸
付
決
定
状
況

①
申
込
…
…
２
２
４
件 （
１
９
４ ,
８
２
５
千
円
）

②
決
定
…
…
２
２
２
件 （
１
８
４ ,
８
７
３
千
円
）

�
生
活
福
祉
資
金
償
還
状
況

①
償
還
済
額
…
…
３
６
６ ,
６
０
７ ,
３
３
０
円

②
償
還
率
…
…　

・
７
％

３４

�
生
活
福
祉
資
金
貸
付
業
務
説
明
会
の
開
催

�
生
活
福
祉
資
金
貸
付
事
業
研
究
協
議
会
の
開
催

�
市
町
村
社
協
・
民
児
協
等
研
修
へ
の
派
遣 （　

件
）

２５

�
相
談
援
助
並
び
に
償
還
指
導
の
実
施
状
況

①
市
町
村
別
償
還
指
導
実
施
状
況 （　

市
町
村
、
指
導

３５

件
数
１ ,
２
６
９
件
）

②
電
話
に
よ
る
督
促
指
導 （
９
８
３
件
）

③
償
還
完
了
件
数 （
４
４
４
件
）

④
償
還
猶
予
の
承
認
件
数 （　

件
）

２５

⑤
延
滞
利
子
免
除
の
承
認
件
数 （　

件
）

７９

⑥
支
払
免
除
の
承
認
件
数 （　

件
）

２７

�
悪
質
滞
納
者
に
対
す
る
法
的
対
応 （　

件
）

１１

�
県
外
関
係
会
議
・
研
修
等
へ
の
出
席 （
４
件
）

�
広
報
活
動

２　

離
職
者
支
援
資
金
貸
付
事
業
の
実
施

�
離
職
者
支
援
資
金
借
入
申
込
及
び
貸
付
決
定
状
況

①
申
込
…
…
９
件 （
１
２ ,
０
６
０
千
円
）

②
決
定
…
…
７
件 （
７ ,
４
９
０
千
円
）

�
離
職
者
支
援
資
金
償
還
状
況

①
償
還
済
額
…
…
３
３ ,
５
７
１ ,
５
０
５
円

②
償
還
率　

・
６
％

３５

�
相
談
援
助
並
び
に
償
還
指
導
の
実
施
状
況

①
呼
出
・
訪
問
償
還
指
導
実
施 （
１
０
６
件
）

②
市
町
村
別
償
還
指
導
実
施
状
況 （
４
市
町
、　

件
）

２１

③
償
還
猶
予
の
承
認
件
数 （
２
件
）

④
償
還
完
了
件
数 （
５
件
）

�
広
報
活
動

�　

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
の
推
進

１　

明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
事
業

�
長
寿
社
会
に
関
す
る
啓
発
普
及
事
業

�
高
齢
者
の
生
き
が
い
と
健
康
づ
く
り
事
業　

�
組
織
づ
く
り
と
指
導
者
育
成
事
業

�
地
域
福
祉
基
金
補
助
事
業

�
九
州
地
区
明
る
い
長
寿
社
会
づ
く
り
推
進
機
構
連
絡
会
議

２　

社
会
福
祉
振
興
基
金
事
業

�
助
成
事
業

①
地
域
基
金
（　

件　

９ ,
２
４
２
千
円
）

２５

②
振
興
基
金
（　

件　

９ ,
６
３
４
千
円
）

１９

�
助
成
審
査
委
員
会
の
開
催 （
１
回
）

３　

高
齢
者
総
合
相
談
事
業
の
運
営

�
高
齢
者
総
合
相
談
事
業
の
運
営
（
相
談
２ ,
２
０
６
件
）

�
高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
運
営
事
業

�　

会
務
の
運
営

１　

会
務
の
運
営
並
び
に
連
絡
調
整

�
理
事
会
・
評
議
員
会
の
開
催 （
３
回
）

�
法
人
監
査

�
自
主
財
源
の
確
保

�
会
員
加
入
状
況 （
第
１
種
〜
第
４
種
会
員
、
計
８
５
１

団
体
個
人
）

�
安
全
衛
生
委
員
会
の
設
置
及
び
開
催

�
役
職
員
研
修
会
の
開
催

２　

全
社
協
、
九
社
連
、
そ
の
他
関
係
機
関
と
の
連
絡
調
整

�
全
社
協
と
の
連
携
強
化

�
九
社
連
関
係
会
議
へ
の
参
加

　
　

沖
縄
県
総
合
福
祉
セ
ン
タ
ー
の
管
理
運
営

１　

施
設
の
運
営

�
セ
ン
タ
ー
利
用
状
況

①
施
設
使
用
回
数
３ ,
２
４
８
回　

②
入
場
者
数
（
延
べ
）
１
３
８ ,
１
８
１
人

③
見
学
者　

団
体
、
３
８
８
人

１４

２　

社
会
福
祉
ラ
イ
ブ
ラ
リ
ー
及
び
福
祉
総
合
セ
ン
タ
ー

の
運
営

３　

自
主
計
画
事
業

４　

消
防
訓
練
の
実
施

５　

広
報
活
動
等
の
実
施

６　

セ
ン
タ
ー
駐
車
場
用
地
確
保
の
県
知
事
要
請

　
　

そ
の
他
社
会
福
祉
事
業
へ
の
協
力

１　

共
同
募
金
運
動
の
推
進
へ
の
協
力

２　

歳
末
助
け
合
い
運
動
の
推
進

３　

国
、
県
等
の
各
種
委
員
会
へ
の
参
画

４　

教
員
免
許
特
例
法
に
基
づ
く
「
介
護
等
体
験
」
事
業

の
実
施

� � � �
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平成１８年度沖縄県共同募金会事業実績平成１８年度沖縄県共同募金会事業実績
�　平成１８年度（第５５回）共同募金運動の実施

　前年より２,８４８,０００円減の２２７,０８９,０００円の目標額をかかげて

展開された本年度の共同募金運動は、各支会・分会の役職員

を始め、共同募金奉仕者の献身的なご協力と県民の深い理解

に支えられて実施いたしましたが、全体では一般募金が達成

率にして８９.８％の成績となっている。

　目標額未達成支会・分会が前年度より２箇所は減ったもの

の１８ヶ所（８市３町７村）もあり運動の厳しかったことがう

かがえる。

１）平成１８年度（第５５回）共同募金結果

　　目標額：２２７,０８９,０００円

　　実績額：２０６,１４０,２８２円（達成率９０.８％）　　

　　配分内訳（　）は配分率

 市町村社協配分 １１８,９００,４１７円 （５７.７％）

 福祉施設団体配分 ３３,８５０,０００円 （１６.４％）

 災害等準備金 ７,５００,０００円 （  ３.６％）

 支会・分会交付金 １２,０００,０００円 （  ５.８％）

 次年度運動引当金 １６,０００,０００円 （  ７.８％）

 本部経理区分繰入 １７,８８９,８６５円 （  ８.７％）

２）市町村別実績額・配分額（詳細略）

３）広域福祉施設団体配分（詳細略）

４）災害等準備金積立金による福祉施設団体配分（詳細略）

５）平成１９年度事業に要する民間福祉資金助成要望調査の実施

　　対象法人施設・団体（未法人も含む）６５２箇所

　　調査期間　　平成１８年４月１４日～５月１５日

　　要望総額　　６１８,４８１,０００円

�　支会・分会の強化と併せて募金活動の活性化のための

説明会の開催

１）共同募金運動説明会等の開催（１７件）

�　広報活動の実施

１）共同募金運動（一般募金用）広報チラシの作成配布

２）赤い羽根空の第一便伝達式の実施

　　（平成１８年１０月１日（日）パレットくもじ前広場）

３）先島への赤い羽根空の第一便伝達式の実施

 （平成１８年１０月１日（日）宮古空港ターミナル、石垣空港

ターミナル）

４）バス車両内への共同募金広報チラシの掲示

５）テレビ・ラジオスポットによる広報活動

６）街頭宣伝パレード並びに駅伝の実施

 （平成１８年１０月２日（月）平良マリンターミナル（多良間

村を除く全宮古地区）

７）平成１７年度共同募金による福祉施設団体配分金内定通知

書交付式の開催

 （平成１８年４月７日（金）沖縄県総合福祉センター西棟４

階会議室）

�　功労者の顕彰

１）厚生労働大臣感謝（２団体）

�　大口寄付者の取り扱い

１）県共募扱いの大口募金（１０件　１１,１０２,３４４円）　　

２）支会・分会取り扱いの個人大口募金（４件　１,５００,０００円）

３）支会・分会取り扱いの法人大口募金（２件　２,４３０,０００円）

�　平成１８年度（第５１回）歳末たすけあい運動の実施

　（　）は配分率

　スローガン「地域でささえあうあったかいお正月」

　地域歳末目標額 ６８,１６０,０００円 実績額 ６４,６４４,１４０円（９４.８％）

　県共募目標額 ９,０００,０００円 実績額 ８,４１１,４９８円（９３.５％）

　１）地域歳末たすけあい（市町村支会・分会取扱い）

　　　　義援金受付（４１件　  ８９,６６０,８６９円）（繰越金含）

　　　　義援金配分（２６１件　５９,４７２,６０８円）

　２）歳末たすけあい（県共募取扱い）

　　　　義援金受付（３９７件　１４,２２４,７８５円）（繰越金含）

　　　　義援金配分（７８件　　９,３１７,０００円）

　３）義援金交付式の開催（７４施設団体　７,５１７,０００円）

　　　（平成１８年１２月２６日（火）沖縄県総合福祉センター４階会議室）

　４）歳末たすけあい物品受付

　　　（３社　４品目　１,４２８,０００円相当）

　５）歳末たすけあい物品配分

　　　（１５６施設団体　５５０個／６５ケース／５０箱）

　６）歳末たすけあい個人大口寄付（３件　  ６６０,０００円）

　７）歳末たすけあい団体大口寄付（２件　１,７６０,０００円）

�　災害たすけあい運動の展開

１）長野県・宮崎県・鹿児島県集中豪雨災害義援金

　　送付先及び送金額（送付先：県共同募金会）

　　１）鹿児島県共募 １,４７７,６２５円

　　２）宮崎県共募 ８００,０００円

　　３）長野県共募 ７００,０００円

２）６月長雨土砂災害義援金（中城村・那覇市）

　　送付先及び送金額（送付先：県対策本部）

　　１）中城村・那覇市 ６,２９５,７６６円

�　公益補助事業

１）日本自転車振興会、日本小型自動車振興会補助事業

平成１８年度日自振補助事業決定状況（３件　５８,１３９,０００円）

平成１９年度日自振補助事業内定状況（４件　１５,２８６,０００円）

２）平成１８年度中央競馬馬主社会福祉財団助成事業決定状況

（４件　１３,１２０,０００円）

�　特定寄付金・指定寄付金

　　　平成１８年度特定・指定寄付金（５件　８１,０５３,１４３円）

�　各種委員会及び交付式の開催

　１）共同募金に係る委員会（共同募金配分委員会　２回）

　２）日本自転車振興会等の行う社会福祉事業に係る補助要

望事業計画推薦委員会（３回）

　３）補助金・助成金等の内定通知書交付式（２回）

　　　　　

�　県外関係会議・研修会への出席

　１）共同募金関係（８件）

　２）公益資金関係（１件）

�　会務の運営

　１）理事会の開催（３回）

　２）監事の監査（１回）

　３）評議員会の開催（３回）
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高齢者総合相談センター 高齢者総合相談センター 高齢者総合相談センター のご案内 のご案内 のご案内 
沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座 

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座 

高齢者総合相談センターでは、高齢者やご家族の日常生活の

悩みごとや心配事の相談に応じます。

相談内容時　間曜　日相談員相談の種類

心配ごとなど生活全般にわたる

相談
８：３０～１７：００

月曜日から

金曜日まで
一 般 相 談 員

一般相談

（なんでも相談）

扶養、遺産相続、借地、借家、金

銭貸借など法律についての相談
１４：００～１６：００

毎 週

木 曜 日
弁 護 士法　律

専　

門　

相　

談

各種公的年金の相談１４：００～１６：００
毎月　 第３

火 曜 日
社会保険労務士年　金

病気、リハビリ、認知症などに関

する療養上の悩み等についての

相談

１４：００～１６：００
毎月　第２・４

火 曜 日
医 師医　療

高齢者向け住宅の増改築、資金

などについての相談
１４：００～１６：００

毎月　 第１

火 曜 日
一 級 建 築 士住　宅

相談内容受付一覧

お問い合わせ先

高齢者総合相談センター（沖縄県総合福祉センター東棟２Ｆ）

TEL（098） 887－ 0110　　FAX（098） 887－ 6400

（相談は無料です、お気軽にご相談ください。）

１　

目　
　

的　
 

　

高
齢
社
会
の
到
来
に
よ
り
、
高
齢
者
の
生
き
が
い

と
健
康
づ
く
り
及
び
社
会
参
加
の
促
進
を
図
る
た
め

設
置
し
た
「
沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
」
の
講

義
を
地
域
の
多
く
の
高
齢
者
が
受
講
で
き
る
よ
う
公

開
講
座
を
実
施
す
る
。

２　

期
日
・
場
所　
 

　
 〈
北
部
地
区
〉

　
　

期
日：

平
成　

年
８
月
９
日
（
木
）

１９

　
　

場
所：

本
部
町
産
業
支
援
セ
ン
タ
ー

　
　
　
　
　

「
ア
ジ
マ
ー
も
と
ぶ
」　

研
修
ホ
ー
ル

 　

〈
久
米
島
町
〉

　
　

期
日：

平
成　

年
８
月　

日
（
水
）

１９

１５

　
　

場
所：

久
米
島
町
老
人
福
祉
セ
ン
タ
ー　

大
ホ
ー
ル

 　

〈
宮
古
地
区
〉

　
　

期
日：

平
成　

年
８
月　

日
（
火
）

１９

２１

　
　

場
所：

宮
古
島
市
中
央
公
民
館　

研
修
室

　
　

※
い
ず
れ
も
、
午
後
１
時　

分
開
講

３０

３　

講
義
内
容　
 

　

①
「
福
祉
の
現
状
と
課
題
」（
仮
題
）

　
　

講
師：

沖
縄
県
福
祉
保
健
部
参
事  
道
躰  
正
成  
氏

　

②
「
地
域
の
歴
史
、
文
化
等
に
つ
い
て
」（
内
容
未
定
）

　
　

講
師：

未
定

４　

受
講
対
象
者　

概
ね　

歳
以
上
の
者

６０

５　

受
講
料　
　
　

無　

料

お
問
い
合
わ
せ

　

沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会　

い
き
い
き
長
寿
セ
ン
タ
ー

　

電　

話　

0
9
8－

8
8
7－

1
3
4
4 

　

F
A
X　

0
9
8－

8
8
7－

1
3
4
9

高齢者総合相談センター 高齢者総合相談センター のご案内 のご案内 
沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座 

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座 

沖
縄
県
か
り
ゆ
し
長
寿
大
学
校
公
開
講
座 

平
成
19
年
度 

iramina
四角形
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制
度
改
正
の
ポ
イ
ン
ト

○
要
保
護
世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資

金
制
度
の
創
設

　

こ
の
制
度
は
、　

歳
以
上
の
高
齢
の
夫

６５

婦
な
ど
で
評
価
額
が
５
０
０
万
以
上
の
住

居
用
不
動
産
を
持
ち
な
が
ら
も
生
活
維
持

が
困
難
で
、
そ
の
ま
ま
だ
と
生
活
保
護
に

該
当
す
る
世
帯
に
対
し
住
居
用
不
動
産
を

担
保
に
生
活
資
金
の
貸
付
を
行
い
ま
す
。

○
緊
急
小
口
資
金
の
貸
付
上
限
額
を
変

更

　

こ
れ
ま
で
、
緊
急
か
つ
一
時
的
に
生
活

が
困
難
に
な
っ
た
世
帯
に
貸
付
を
行
っ
て

き
ま
し
た
が
、
多
重
債
務
に
陥
る
こ
と
を

未
然
に
防
止
す
る
観
点
か
ら
、
限
度
額
が

こ
れ
ま
で
の
５
万
円
か
ら　

万
円
に
改
正

１０

さ
れ
ま
し
た
。

　

資
金
の
種
類

〜
ご
世
帯
、
ご
家
族
が
よ
り
よ
い
生

活
へ
と
つ
な
が
る
き
っ
か
け
に
〜

◆
更
生
資
金

・
自
営
業
を
始
め
る
、
ま
た
は
継
続
す
る

の
に
必
要
な
費
用

・
就
職
す
る
た
め
に
必
要
な
資
格
や
技
能

を
習
得
す
る
た
め
の
費
用

◆
福
祉
資
金

・
出
産
、
転
居
、
冠
婚
葬
祭
な
ど
、
一
時

的
に
必
要
な
費
用

・
障
害
者
の
生
活
の
た
め
に
必
要
な
機
器

や
自
動
車
の
購
入
費
用

・
住
宅
の
増
改
築
や
補
修
、
保
全
等
の
費

用

◆
修
学
資
金

・
高
校
、
大
学
（
短
期
大
学
及
び
専
修
学

校
の
専
門
課
程
を
含
む
）、
又
は
高
等

専
門
学
校
に
就
学
す
る
の
に
必
要
な
経

費
◆
療
養
・
介
護
等
資
金

・
負
傷
、
ま
た
は
疾
病
に
か
か
る
医
療
費

及
び
そ
の
療
養
期
間
中
の
生
計
を
維
持

す
る
た
め
に
必
要
な
経
費

・
介
護
サ
ー
ビ
ス
や
障
害
者
サ
ー
ビ
ス
を

受
け
る
の
に
必
要
な
経
費
及
び
そ
の
介

護
・
障
害
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
等
受
給
期

間
中
の
生
計
を
維
持
す
る
た
め
に
必
要

な
経
費

◆
緊
急
小
口
資
金

・
特
定
の
理
由
に
よ
り
、
緊
急
か
つ
一
時

的
に
生
計
維
持
が
困
難
に
な
っ
た
時
の

必
要
経
費　

※
最
大　

万
円

１０

◆
災
害
援
護
資
金

・
災
害
（
台
風
等
）
で
被
害
を
受
け
た
際

の
復
旧
費
用

◆
離
職
者
支
援
資
金

・
失
業
に
よ
り
生
計
維
持
が
困
難
に
な
っ

た
場
合
、
再
就
職
ま
で
の
間
の
生
活
費

　

※
雇
用
保
険
が
優
先
さ
れ
ま
す

◆
長
期
生
活
支
援
資
金　

・
高
齢
者
世
帯
が
保
有
す
る
不
動
産
（
住

居
用
）
を
担
保
に
し
た
生
活
費

　

※
不
動
産
評
価
額
が
定
め
る
基
準
以
上

の
ご
世
帯

◆
要
保
護
世
帯
向
け
長
期
生
活
支
援
資
金

・
生
活
保
護
に
該
当
す
る
前
に
、
高
齢
者

世
帯
が
保
有
す
る
不
動
産
（
住
居
用
）

を
担
保
に
し
た
生
活
費

　

※
不
動
産
評
価
額
が
５
０
０
万
円
以
上

の
不
動
産
を
お
持
ち
の
ご
世
帯

※
生
活
福
祉
資
金
に
関
す
る
詳
し
い

内
容
・
ご
相
談
は

 「
市
町
村
社
会
福
祉
協
議
会
」ま
た
は
、

 「
沖
縄
県
社
会
福
祉
協
議
会 （
民
生
部
）

T
E
L 
０
９
８－

８
８
７－

２
０
０
０
」

ま
で
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。

の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。 
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度

生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。

の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。 
生
活
福
祉
資
金
貸
付
制
度
の
一
部
が
変
わ
り
ま
し
た
。 

〜
新
た
な
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
に
〜 

　

本
制
度
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
生
活
場
面
で
お
困
り
の
ご
家
庭
※
に
対
し
、
私
た

ち
社
会
福
祉
協
議
会
や
民
生
委
員
が
、
生
活
等
に
関
す
る
ご
相
談
を
お
受
け
し

て
い
ま
す
。
そ
れ
に
合
わ
せ
生
活
福
祉
資
金
を
有
効
に
ご
利
用
し
て
い
た
だ
く

こ
と
で
、
ご
家
庭
の
暮
ら
し
が
安
定
し
、
向
上
し
て
い
く
こ
と
を
目
的
と
し
て

い
ま
す
。　
　
　

※
貸
付
対
象
【
低
所
得
世
帯
・
障
害
者
世
帯
・
高
齢
者
世
帯
】
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沖
縄
園
芸
福
祉
協
会
誕
生

誰
で
も
園
芸
に
関
わ
れ
る
よ
う

工
夫
す
る
専
門
家

　

平
成　

年
５
月
、
初
級
園
芸
福
祉
士
ら

１９

に
よ
っ
て
沖
縄
園
芸
福
祉
協
会
が
設
立
さ

れ
た
。
園
芸
福
祉
と
は
、
地
域
の
様
々
な

場
所
で
営
ま
れ
る
植
物
の
種
子
〜
発
芽
〜

成
長
〜
開
花
〜
結
実
〜
収
穫
と
い
う
一
連

の
プ
ロ
セ
ス
に
幅
広
い
年
代
の
人
々
が
参

加
し
て
、
植
物
と
接
し
、
栽
培
す
る
楽
し

み
や
喜
び
を
共
有
す
る
こ
と
だ
と
い
う
。

　

協
会
に
は　

名
の
会
員
が
お
り
、
そ
の

４０

う
ち　

名
が
初
級
園
芸
福
祉
士
の
資
格
を

３５

取
得
し
て
い
る
。

　

こ
の
資
格
は
、
N
P
O
法
人
日
本
園
芸

福
祉
普
及
協
会
に
よ
る
認
定
資
格
で
あ
る

が
、
受
験
す
る
た
め
に
は
、
協
会
が
定
め

た
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
で
の
養
成
講
座
を
受
講

し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

　

こ
の
養
成
講
座
が
県
内
で
初
め
て
開
催

さ
れ
た
の
が
昨
年
の　

月
。
糸
満
市
に
あ

１２

る
夢
工
房
共
同
作
業
所
の
大
城
勝
子
所
長

の
「
本
県
で
も
園
芸
福
祉
を
進
め
て
い
き

た
い
」、
と
す
る
強
い
想
い
の
も
と
第
１

回
目
の
養
成
講
座
の
事
務
局
を
務
め
て
実

現
し
た
と
い
う
。

　

大
城
施
設
長
は
自
身
の
経
験

か
ら
園
芸
に
は
植
物
と
い
う
一

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式 

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式 

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式 

〜
見
つ
け
よ
う

〜
見
つ
け
よ
う 

み
ん
な
が
も
っ
て
る

み
ん
な
が
も
っ
て
る 

い
い
と
こ
ろ
〜

い
い
と
こ
ろ
〜 

〜
見
つ
け
よ
う

〜
見
つ
け
よ
う 

み
ん
な
が
も
っ
て
る

み
ん
な
が
も
っ
て
る 

い
い
と
こ
ろ
〜

い
い
と
こ
ろ
〜 

〜
見
つ
け
よ
う 

み
ん
な
が
も
っ
て
る 

い
い
と
こ
ろ
〜 

　

4
月　

日
、
県
社
協
及
び
県
総
合

２６

福
祉
セ
ン
タ
ー
主
催
に
よ
る
「
こ
い

の
ぼ
り
掲
揚
式
」
が
開
催
さ
れ
た
。

天
候
不
良
に
よ
り
1
日
延
期
と

な
っ
た
も
の
の
、
式
に
は
セ
ン
タ
ー

入
居
団
体
を
始
め
近
隣
の
保
育
園

園
児
や
社
会
福
祉
施
設
利
用
者
、
民

生
委
員
、
地
域
住
民
な
ど
お
よ
そ
2

0
0
人
が
参
加
し
た
。

　

例
年
、
元
気
い
っ
ぱ
い
の
歌
と
踊

り
を
披
露
し
て
い
る
太
陽
保
育
園
と

み
ど
り
保
育
園
の
園
児
た
ち
に
加
え

て
、
今
年
は
サ
マ
リ
ヤ
人
病
院
精
神

科
デ
イ
ケ
ア
利
用
者
に
よ
る
歌
の
披

露
と
併
せ
て
子
ど
も
た
ち
へ
手
作
り

こ
い
の
ぼ
り
の
プ
レ
ゼ
ン
ト
が
あ
っ

た
。

　

空
高
く
舞
う
こ
い
の
ぼ
り
の
下
で

子
ど
も
た
ち
の
笑
顔
と
大
人
た
ち
の

温
か
い
眼
差
し
が
輝
い
て
い
た
。

4 

つ
の
命
を
育
て
る
作
業
に
よ
っ
て
、
利
用

者
に
責
任
感
が
生
ま
れ
、
自
信
が
つ
き
、

生
き
生
き
と
し
た
表
情
に
変
化
し
て
い
く

効
果
が
あ
る
と
い
う
。
ど
の
よ
う
な
障
害

で
あ
っ
て
も
高
齢
で
も
子
ど
も
で
も
、
誰

も
が
植
物
を
育
て
る
こ
と
が
出
来
る
よ
う

一
人
ひ
と
り
に
あ
っ
た
癒
し
や
リ
ハ
ビ
リ

を
考
え
て
園
芸
の
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ
を
す
る

こ
と
が
園
芸
福
祉
士
の
役
割
だ
と
話
す
。

　

実
際
に
資
格
を
取
得
し
た
会
員
は
、
福

祉
関
係
者
ば
か
り
で
は
な
く
銀
行
員
や
看

護
師
、
自
営
業
の
方
な
ど
様
々
だ
。
今
後

は
資
格
を
も
っ
と
社
会
的
に
認
知
し
て
も

ら
い
、
地
域
や
福
祉
施
設
、
病
院
な
ど
で

活
か
せ
る
よ
う
２
ヶ
月
に
一
度
の
集
ま
り

で
情
報
交
換
を
行
っ
た
り
、
勉
強
会
を
開

い
た
り
す
る
予
定
だ
と
い
う
。

▲工夫次第で室内でも園芸は可能

▲昨年１２月養成講座での様子

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式 

こ
い
の
ぼ
り
掲
揚
式 

〜
見
つ
け
よ
う 

み
ん
な
が
も
っ
て
る 

い
い
と
こ
ろ
〜 

〜
見
つ
け
よ
う 

み
ん
な
が
も
っ
て
る 

い
い
と
こ
ろ
〜 
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本
年
度
も
介
護
支
援
専
門
員
資
格
取
得

の
た
め
の
実
務
研
修
受
講
試
験
が
実
施
さ

れ
ま
す
。
受
験
希
望
者
は
次
の
事
項
を
ご

確
認
の
上
、
期
日
内
に
申
し
込
み
手
続
き

を
行
っ
て
く
だ
さ
い
。

　

■
ス
ケ
ジ
ュ
ー
ル

①
「
受
験
の
手
引
き
」 の
販
売
…

　

６
月　

日 （
月
） 〜
７
月　

日 （
水
）

２５

２５

　

代　
　

金
…
５
０
０
円
（
税
込
）

販
売
場
所
…
沖
縄
県
社
協
・
福
祉
人
材

研
修
セ
ン
タ
ー

　

郵
送
に
よ
る
販
売
も
可
能 （
詳
細
は

問
合
わ
せ
の
こ
と
）

②
申
込
書
受
付
期
間
…

　

６
月　

日 （
火
） 〜
７
月　

日 （
金
）

２６

２７

申
込
書
は
「
簡
易
書
留
」
に
て
郵
送
、

７
月　

日
消
印
有
効

２７

③
受
験
に
要
す
る
費
用
…

　

９
、 ２
０
０
円 （
税
込
）

※
試
験
問
題
作
成
手
数
料
１
、 ０
０
０

円
を
含
み
ま
す
。（
受
験
料
は
所
定
の

郵
便
振
替
払
込
書
に
て
支
払
う
こ
と
）

④
受
験
票
送
付
…　

月
１
日
頃
を
予
定

１０

⑤
試　

験　

日
…　

月　

日
（
日
）

１０

２８

　

【
試
験
会
場
】

沖
縄
国
際
大
学
、
城
辺
社
会
福
祉
セ
ン

タ
ー
、
石
垣
市
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー

⑥
結
果
通
知
…　

月
上
旬
を
予
定

１２

⑦
実
務
研
修
の
申
し
込
み （
※
試
験
合
格

者
の
み
） …　

月
中
旬
〜
平
成　

年
１

１２

１９

月
中
旬

⑧
実
務
研
修 （
前
期
）…
平
成　

年
２
月
１

２０

日 （
金
） 〜
２
月
３
日 （
日
）　

３
日
間

⑨
訪
問
調
査
、
居
宅
サ
ー
ビ
ス
計
画
原
案

作
成
実
習
…
２
月

⑩
実
務
研
修（
後
期
） …
平
成　

年
３
月　

２０

１４

日 （
金
） 〜
３
月　

日 （
日
）　

３
日
間

１６

　

●
「﹇
四
訂
﹈
介
護
支
援
専
門
員
基
本　

　

テ
キ
ス
ト
」
を
販
売
し
ま
す
。 

　

価
格
…
７
、 ３
５
０
円
（
郵
送
販
売
あ
り
）

お
問
い
合
わ
せ
…
沖
縄
県
社
協 
総
務

部 （
８
８
７－

２
０
０
０
）

メ
ー
ル
で
も
受
付
け
ま
す
。

to
sh
o
@
o
k
ish
a
k
y
o
.o
r.jp

  
  
 
 
 
 
   
 
 
 
 
  
    

試
験
の
詳
細
な
内
容
に
つ
い
て
は
「
受
験

の
手
引
き
」
を
確
認
の
こ
と
。
本
会
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
に
一
部
情
報
を
掲
載
し
ま
す
。

h
ttp
://w

w
w
.o
k
ish
a
k
y
o
.o
r.jp
/

 
   
    
 
 
  
 
   
 
 
 
 
  
    
 

試
験
日 

　 
10
月
28
日（
日
） 

県
内
３
ヶ
所
で
実
施 

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 の
ご
案
内
 

の
ご
案
内
 

県ボラセン 県ボラセン 
Presents 介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修 

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ 
介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修 

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ 

平成19年度 

平成19年度 
ソウェルクラブおきなわ 

申
し
込
み
・
問
合
せ
先

沖
縄
県
社
協
・
福
祉
人
材
研
修
セ
ン
タ
ー

介
護
支
援
専
門
員
実
務
研
修
受
講
試
験
係

Ｔ
Ｅ
Ｌ：

０
９
８－

８
８
２－

５
７
０
３

Ｆ
Ａ
Ｘ：

０
９
８－

８
８
６－

８
４
７
４

E
-m
a
il:c
a
re
@
o
k
is
h
a
k
y
o
.o
r.jp
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募集数助成内容等概 要 等期日・会場事 業 名番
号

区
分

20 名会員・家族
会員 20,000 円、
家族 10,000 助成

夏休みを利用して、ご
家族で楽しめる旅行
を行う。

7月～ 10月
ディズニー
リゾートの旅

1

旅　
　

行
20名会員・家族

会員 20,000 円、
家族 10,000 助成

気候穏やかな秋の旅
行を実施

10月～ 12 月秋の紅葉ツアー2

20 名会員・家族
会員 20,000 円、
家族 10,000 助成

北海道スキー体験ツ
アー

12月～ 1月北海道ツアー3

100 枚会員1人2枚
5,300 円 に対し
2,650 円助成

2千年の歴史が生んだ
人間技を極めた妙技
を�

9 月 15 日（土）
コンベンション
センター劇場
9月 16 日（日）
沖縄市民会館

中国雑技団4

コ
ン
サ
ー
ト
・
ミ
ュ
ー
ジ
カ
ル
等

80枚会員1人2枚
Ｓ席7,000円に対
し3,500円助成

唄、笑い、そして華麗
な舞で魅了

10月 28 日（日）
コンベンション
センター劇場

前川清＆
梅沢富美男
コンサート

5

150 枚会員1人2枚
Ｓ席3,600円に対
し1,800円助成

 「ユタと不思議な仲間
たち」
子供たちのいじめ問
題に真正面から取り
組んだ四季オリジナ
ルミュージカル

11月 25 日（日）
コンベンション
センター劇場

劇団四季
ファミリー
ミュージカル

6

70 枚会員1人2枚
Ｓ席8,400円に対
し4,200円助成

ディズニークラシッ
クを堪能

12月 8日（土）
コンベンション
センター劇場

ディズニー・
オン・クラシック
２００７

7

40 枚会員1人2枚
※未定
2,000 円助成

コンサート等のイベ
ント

宮古・八重山等
の離島地区

※未定
コンサート等の
イベントを予定

8

100 枚会員1人1枚
2,000 円の 
図書カード対し 
1,000 円助成

離島在住の会員に対
して、図書カードの助
成を行います。

11月下旬配布図書カード9チ
ケ
ッ
ト
配
布 3,500 枚会員1人2枚

1,312 円に対し 
512 円助成

休日等を利用して映
画を楽しんでいただ
きます。

11月中旬配布映画鑑賞券10

45 名会 員 の み参加費：無料

エクセル・アクセス・
ホームページを参加
者のレベルに応じた
講習会を開催。

9月下旬
那覇情報システ
ム専門学校

パソコン講習会11

講

習

会

小中学生
20名

高校生　
10名

会員の家族

離島在住の会員に対
し、お子様の入学祝金
を贈呈。
小中学校 5,000 円
高校 20,000 円

7月上旬贈呈入学祝金贈呈12

贈

呈

事

業

※事業によっては内容及び日程を変更する場合があります。

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 

高
齢
者
総
合
相
談
セ
ン
タ
ー
 

高
齢
者
無
料
職
業
紹
介
所
 の
ご
案
内
 

の
ご
案
内
 

県ボラセン 県ボラセン 
Presents 介

護
支
援
専
門
員
実
務
研
修 

受
講
試
験
の
お
知
ら
せ 

会員交流事業計画 平成19年度 
ソウェルクラブおきなわ 
平成19年度 
ソウェルクラブおきなわ 
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一
斉
改
選
な
ら
び
に
民
生
委
員
制
度
創

設　

周
年
の
節
目
を
迎
え
る
本
年
、
多
様

９０
化
す
る
福
祉
ニ
ー
ズ
に
対
応
す
る
た
め
県

内
各
地
に
お
い
て
様
々
な
活
動
実
践
が
展

開
さ
れ
て
い
る
。

　

今
回
開
催
し
た
研
究
協
議
会
で
は
、
各

市
町
村
民
児
協
会
長
が
一
堂
に
会
し
、

「
求
め
ら
れ
る
人
づ
く
り
、
活
動
づ
く

り
」
を
テ
ー
マ
に
３
人
の
実
践
報
告
者
の

方
々
か
ら
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
の
活
動
を

報
告
し
て
い
た
だ
い
た
の
で
紹
介
す
る
。

実
践
報
告
者
１ 

藏　

當　

博　

文 
氏

（
う
る
ま
市
第
１
民
児
協　

会
長
）

 「
字
区
域
の
活
動
実
践
に
つ
い
て
」

　

私
が
担
当
し
て
い
る
う
る
ま
市
勝
連
地

区
は
、
人
口
１
４
、
４
４
１
名
、
世
帯
数

４
、 ９
８
１
世
帯
、
本
島
内
に
４
つ
の
字
、

離
島
に
３
つ
の
計
７
つ
の
字
か
ら
な
っ
て

い
る
。
私
が
会
長
に
な
っ
た
約
２
年
前
か

ら
字
ご
と
の
定
例
会
を
開
催
し
て
お
り
、

ち
ょ
う
ど
字
ご
と
に
学
校
が
あ
る
の
で
、

民
生
委
員
の
活
動
も
学
校
単
位
で
行
っ
て

い
る
。

　

定
例
会
に
お
い
て
、
民
生
委
員
は
そ
の

活
動
を
行
う
に
あ
た
り
「
守
秘
義
務
」
に

悩
み
、
一
人
で
解
決
策
を
考
え
て
お
り
、

先
輩
民
生
委
員
も
ア
ド
バ
イ
ス
が
で
き
な

い
状
況
が
あ
っ
た
。
そ
こ
で
私
は
、
同
じ

地
域
で
抱
え
て
い
る
問
題
を
各
委
員
間
で

共
有
す
る
協
働
体
制
の
構
築
や
委
員
相
互

の
活
発
な
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
、
字
単

位
の
問
題
解
決
能
力
、
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
行
う
た
め
、
ま
ず
私
が
担
当
し
て

い
る
平
安
名
区
に
お
い
て
、
ミ
ニ
デ
イ

サ
ー
ビ
ス
終
了
後
に
字
の
民
生
委
員
だ
け

で
集
ま
り
を
持
つ
と
地
域
の
問
題
、
活
動

に
お
け
る
悩
み
等
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。

　

例
え
ば
、
女
性
委
員
は
一
人
で
精
神
障

害
者
世
帯
へ
の
訪
問
が
不
安
、
男
性
委
員

は
母
子
家
庭
へ
の
訪
問
活
動
に
地
域
か
ら

ど
う
い
う
目
で
見
ら
れ
て
い
る
か
心
配
等

の
意
見
で
あ
る
。
そ
の
た
め
、
男
女
ペ
ア

の
「
複
数
担
当
制
」
に
よ
り
活
動
を
し
た

と
こ
ろ
、
諸
問
題
に
つ
い
て
ス
ム
ー
ズ
に

解
決
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
委
員
相
互
で

支
え
あ
い
、
学
び
あ
う
雰
囲
気
が
醸
成
さ

れ
た
。　

　

も
ち
ろ
ん
複
数
で
個
人
情
報
を
共
有
す

る
の
で
、
守
秘
義
務
は
必
ず
守
る
よ
う
に

指
導
し
て
い
る
。
字
ご
と
の
定
例
会
や
複

数
担
当
制
に
し
た
こ
と
で
、
メ
リ
ッ
ト
は

あ
っ
て
も
デ
メ
リ
ッ
ト
は
な
い
と
感
じ
て

お
り
、
民
生
委
員
同
士
の
連
携
が
図
ら
れ
、

一
人
で
悩
ま
ず
に
活
動
に
取
り
組
め
る
体

制
を
整
え
、
新
任
民
生
委
員
に
対
し
て
も

負
担
軽
減
が
図
ら
れ
る
こ
と
に
も
つ
な
が

る
の
で
、
結
果
と
し
て
「
民
生
委
員
を
辞

め
た
い
」
と
い
う
声
が
減
っ
た
こ
と
も
事

実
で
あ
る
。�

�
�
�
�
�
�
�
�

実
践
報
告
者
２ 

眞
喜
志　

康　

夫 
氏

（
浦
添
市
社
協　

地
域
福
祉
推
進
課
長
）

 「
中
学
校
区
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ

ル
ワ
ー
ク
事
業
に
つ
い
て
」

　

浦
添
市
で
は
、
平
成　

年
度
行
政
が
つ

１６

く
る
市
町
村
地
域
福
祉
計
画
と
社
協
が
つ

く
る
地
域
福
祉
活
動
計
画
を
連
動
さ
せ
て

計
画
づ
く
り
が
ス
タ
ー
ト
し
た
。
本
計
画

は
、
①
福
祉
地
区
の
設
定
、
②
コ
ミ
ュ
ニ

テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク
の
展
開
、
③
社

協
と
の
協
働
に
よ
る
地
域
福
祉
の
促
進
を

大
き
な
３
本
柱
と
し
て
い
る
。

　

本
事
業
は
、
地
域
に
お
け
る
生
活
上
の

問
題
を
抱
え
て
い
る
個
人
や
家
族
に
対
し
、

行
政
や
社
協
、
関
係
機
関
等
の
協
力
を
得

な
が
ら
、
地
域
住
民
が
中
心
と
な
っ
て
必

要
な
援
助
や
支
援
に
つ
い
て
考
え
、
各
中

学
校
区
に
お
い
て
問
題
を
解
決
し
て
い
く

仕
組
み
づ
く
り
を
推
進
す
る
も
の
で
あ
り
、

民
生
委
員
児
童
委
員
の
協
力
も
必
要
不
可

欠
と
な
っ
て
い
る
。

　

当
初
、
浦
添
中
学
校
区
に
職
員
を
配
置

し
、　

年
度
に
は
市
内
５
地
区
す
べ
て
の

１８

中
学
校
区
に
拡
大
し
、
①
総
合
相
談
室
の

設
置
・
運
営
、
②
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講

座
の
開
催
及
び
活
動
の
拠
点
づ
く
り
、
③

健
康
づ
く
り
事
業
の
実
施
、
④
福
祉
教
育

の
推
進
、
⑤
地
域
支
援
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
づ

く
り
を
図
っ
て
い
る
。

　

総
合
相
談
室
の
運
営
に
あ
っ
て
は
、
校

区
内
の
民
生
委
員
児
童
委
員
に
よ
る
輪
番

制
で
第
２
木
曜
日
に
相
談
日
を
設
け
て
い

県 民 児 協  
広 報情報誌  
－第2 0号－  

〜
暮
ら
し
に
福
を
も
た
ら
す
人
〜 

沖縄県民生委員 
児童委員協議会 

事務所 
沖縄県総合福祉センター 

連絡先 
ＴＥＬ.（098）882-5813 
ＦＡＸ.（098）882-5814

平
成　

年
度　

県
民
児
協
総
会
並
び
に

１９市
町
村
民
児
協
会
長
研
究
協
議
会
か
開
催
さ
れ
る

▲研究協議会の様子

19 福祉情報おきなわ

る
。
民
生
委
員
が
本
事
業
に
関
わ
る
こ
と

に
よ
り
、
新
た
な
相
談
ニ
ー
ズ
の
掘
り
起

こ
し
に
つ
な
が
り
、
さ
ら
に
民
生
委
員
で

対
応
で
き
な
い
ケ
ー
ス
は
、
担
当
ワ
ー

カ
ー
と
一
緒
に
解
決
方
策
を
検
討
し
、
そ

の
後
の
見
守
り
支
援
体
制
の
構
築
を
図
る

な
ど
、
徐
々
に
で
は
あ
る
が
事
業
効
果
が

出
て
き
て
い
る
。

　

本
事
業
の
実
施
に
あ
た
っ
て
は
、
地
域

に
お
い
て
無
理
の
な
い
活
動
の
仕
掛
け
を

ど
の
よ
う
に
行
う
の
か
、
個
人
情
報
の
保

護
と
共
有
に
つ
い
て
ど
の
よ
う
に
整
理
す

る
の
か
等
の
大
き
な
課
題
が
あ
る
が
、
今

後
も
引
き
続
き
地
域
住
民
に
社
協
事
業
の

周
知
を
図
り
つ
つ
、
現
在
は
、
担
当
民
生

委
員
や
民
児
協
、
関
係
機
関
等
と
の
連
携

を
と
り
な
が
ら
、
事
業
展
開
し
て
い
き
た

い
と
考
え
て
い
る
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�

実
践
報
告
者
３ 

島　

袋　

富
士
子 
氏

（
那
覇
市
真
和
志
第
５
民
児
協　

会
長
）

 「
民
生
委
員
活
動
支
援
ノ
ー
ト
に

つ
い
て
」

　

那
覇
市
は
、
平
成　

年
３
月
「
地
域
福

１７

祉
計
画
」
を
策
定
し
、
そ
の
重
点
施
策
と

し
て
�
支
え
合
い
マ
ッ
プ
づ
く
り
�
が
行

わ
れ
た
。
こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
を
普
及
さ

せ
る
た
め
に
考
案
さ
れ
た
の
が
「
民
生
委

員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
ノ
ー
ト
」
で
あ

る
。

　

当
民
児
協
は
、
平
成　

年
度
に
「
地
域

１４

部
」
を
立
ち
上
げ
、
地
域
資
源
を
活
か
し

た
民
生
委
員
活
動
の
あ
り
方
を
探
る
活
動

を
展
開
し
て
き
た
が
、　

年
度
よ
り
那
覇

１８

市
が
進
め
る
「
支
え
あ
い
マ
ッ
プ
」
づ
く

り
に
関
わ
り
、
民
生
委
員
、
地
域
の
様
々

な
協
力
者
（
新
聞
配
達
員
、
元
看
護
婦
）

と
と
も
に
住
宅
地
図
を
囲
み
な
が
ら
始
め

た
。（
図
参
照
）

　

地
域
の
�
気
に
な
る
人
�
を
☆
印
を
つ

け
、
見
守
り
を
し
て
い
る
人
を
青
で
示
し
、

定
期
的
に
訪
問
し
て
情
報
を
得
て
い
る
。

　

逆
に
、
な
に
も
線
が
結
ば
れ
て
い
な
人

が
地
域
か
ら
孤
立
し
て
い
る
人
に
な
る
の

で
、
こ
う
し
た
人
達
を
地
域
と
ど
の
よ
う

に
繋
い
で
い
く
の
か
、
一
つ
ひ
と
つ
取
り

組
む
こ
と
が
�
災
害
時
一
人
も
見
逃
さ
な

い
�
と
い
う
運
動
に
も
繋
が
っ
て
い
く
も

の
と
感
じ
て
い
る
。

　

私
に
は
、
活
動
を
行
う
に
あ
た
り
地
域

に
３
人
の
協
力
者
が
い
る
が
、
こ
う
し
た

協
力
者
の
中
か
ら
民
生
委
員
の
後
継
者
も

生
ま
れ
る
。
マ
ッ
プ
を
つ
く
る
こ
と
で
、

頭
の
中
に
あ
っ
た
情
報
が
目
に
見
え
る
形

で
整
理
さ
れ
、
こ
れ
ま
で
漠
然
と
し
て
い

た
近
所
同
士
の
関
係
（
生
活
の
営
み
）
が

は
っ
き
り
見
え
る
よ
う
に
な
っ
た
。

　

民
生
委
員
が
マ
ッ
プ
づ
く
り
に
ど
う
関

わ
る
の
か
と
い
う
と
、
一
人
で
は
難
し
い

の
で
、
社
協
職
員
や
関
係
者
と
一
緒
に
地

域
を
歩
き
、
地
域
に
詳
し
い
人
や
資
源
を

確
認
し
、
掘
り
起
こ
し
を
行
う
。
た
だ
、

担
当
地
域
に
集
合
住
宅
が
多
く
、
マ
ッ
プ

作
り
以
前
に
、
ど
の
よ
う
に
住
民
と
コ

ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
を
と
る
の
か
と
い
う

課
題
も
あ
る
。

　

そ
こ
で
、
那
覇
市
と
那
覇
社
協
で
は
民

生
委
員
活
動
を
円
滑
に
行
う
た
め
に
、

「
民
生
委
員
・
児
童
委
員
活
動
支
援
ノ
ー

ト
」
を
考
案
し
た
。
８
枚
の
マ
ッ
プ
か
ら

構
成
さ
れ
る
ノ
ー
ト
と
、
そ
こ
で
出
て
き

た
資
源
や
課
題
を
整
理
す
る
「
ご
近
所
福

祉
計
画
」
か
ら
構
成
さ
れ
る
。

　

実
際
の
マ
ッ
プ
作
り
で
は
、
た
く
さ
ん

の
情
報
を
１
枚
の
マ
ッ
プ
に
記
入
す
る
の

で
、
後
か
ら
ど
ん
な
情
報
だ
っ
た
か
分
か

ら
な
く
な
る
場
合
が
あ
る
。
そ
こ
で
、
支

援
ノ
ー
ト
に
は
①
気
に
な
る
人
②
気
に
な

る
子
ど
も
③
協
力
者
④
情
報
源
と
ゆ
ん
た

く
マ
ッ
プ
な
ど
内
容
別
に
整
理
す
る
こ
と

と
し
た
。

　

こ
の
マ
ッ
プ
づ
く
り
と
「
活
動
支
援

ノ
ー
ト
」
を
作
成
す
る
過
程
に
お
い
て
、

次
の
３
つ
の
効
果
が
期
待
さ
れ
て
い
る
。

①
住
民
や
地
域
を
深
く
知
る
手
が
か
り
と

し
て

②
手
助
け
し
て
く
れ
る
協
力
者
探
し
と
し

て
③
気
に
な
る
人
を
支
援
す
る
指
針
と
し
て

　

つ
ま
り
、
マ
ッ
プ
づ
く
り
か
ら
明
ら
か

に
な
っ
た
協
力
者
や
情
報
源
、
ゆ
ん
た
く

場
な
ど
の
地
域
資
源
を
活
用
し
、
気
に
な

る
人
を
ど
う
地
域
で
支
援
で
き
る
か
を
探

る
手
法
と
し
て
考
案
さ
れ
た
。

　

平
成　

年　

月
に
活
動
支
援
ノ
ー
ト
を

１７

１１

作
成
し
て
か
ら
も
う
１
年
以
上
も
経
つ
が
、

地
域
の
姿
は
ど
ん
ど
ん
変
わ
っ
て
い
る
。

気
に
な
る
方
が
他
市
町
村
へ
移
り
、
閉
じ

こ
も
り
気
味
の
方
が
新
た
に
見
つ
か
り
、

協
力
者
の
う
ち
１
人
が
都
合
で
引
越
し
し
、

空
き
地
に
ア
パ
ー
ト
が
建
っ
た
り
し
た
。

　

最
後
に
、
私
が
活
動
支
援
ノ
ー
ト
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
き
て
感
じ
た
こ
と
は
、
地

域
を
知
る
こ
と
は
焦
ら
ず
、
気
長
に
活
動

し
て
い
く
こ
と
で
あ
り
、
地
域
の
人
材
や

資
源
を
ど
う
結
ん
で
い
く
か
、
ど
う
し
た

ら
手
を
つ
な
げ
る
の
か
を
い
つ
も
考
え
な

が
ら
取
り
組
ん
だ
こ
と
で
あ
る
。
ま
た
、

こ
の
「
活
動
支
援
ノ
ー
ト
」
が
民
生
委
員

活
動
の
支
え
に
な
る
こ
と
を
期
待
し
て
い

る
。

那覇市内のマップ
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